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表紙の言葉＜高三郎山頂＞ 

小屋作業に併せて４年ぶりの高三郎登山。ブッシュを漕ぎ、足元を気にしつつ、大変苦労しましたが無

事にピークにたどり着き、その嬉しさが伝わってきます。藪で見通しも利かない中、初冠雪の白山が樹

間から見えました。永く記憶にとどめておいて欲しいと思います。（撮影：10月上旬、22期黒崎敏男） 

 



 

 

伝統とは 

 

                                     OB会会長 22期 黒崎 敏男 

 

9月 30日（土）の創立 65周年記念総会・懇親会は無事開催でき、総会では活発な意見があり、

懇親会は盛会となりました。皆様のご協力に重ねて御礼申し上げます。当日はバタバタしてご出

席の皆様とは十分な会話もできず、申しわけありませんでした。今回、懇親会は着席ではありま

したが、相互に入り乱れて OBOG・現役を問わず懇談しておられるのを拝見し、こちらも嬉しく思

いました。こうしたお付き合いができるのもクラブを立ち上げ、それを維持して来られた多くの

先輩方のお陰と感じた次第です。 

次の創立 70 周年記念総会・懇親会までの 5 年間も不肖わたくしが会長の任を務めさせて頂き

ますので、皆様からのご支援を受けながら次の世代への橋渡しに尽力してまいる所存です。運営

については至らぬところが多いとは存じますが、今後ともどうかよろしくお願いいたします。 

さて、その 1週間後には秋の小屋作業に出向き、いつもながらの悪路に悩まされながらもどう

にかベルクハイムにたどりついて一定の対応をしたところです。今回は小屋自体のトラブルが露

呈し、来春での対応が避けられない印象でした。このような状況でしたが、今回久しぶりに現役

の皆さんの強い要望で高三郎登山を実施してみました。栃倉分岐から先は藪がひどく、難儀しま

したが何とかピークを踏み、一同歓喜した次第です。 

この登山道は現時点でも熟達者であれば何とか登山は可能ですが、終始気を張るため疲れ方が

他の山と違うのが毎回印象に残ります。自分が現役のころ、先輩から「高三郎に登れれば日本中

どこの山でも登れる」と言われた言葉を今回現役の皆さんにお伝えしました。皆さん納得された

と思います。パワーとスタミナ、安全な上り下りの技術、快適に過ごすための装備・食料の計画

と準備、いずれも整えないとわずか 1400mの山ですが、跳ね返される厳しさがあります。 

伝統というには大げさかもしれませんが、今回世代を超えて共通の体験をさせて頂く中で、絶

えず変化する環境の中でも 65 年前に打ち立てられた普遍的なイメージを伝承していくことは可

能なことのようにも思え、また、新しい世代もそれを期待しているように感じました。 

次回の春の小屋作業は来年 5月連休明けを予定しています。同様に小屋作業、登山道整備を計

画していますので、希望者は遠慮なくご連絡ください。特に、金沢近郊にお住いの OBOG の皆様

にはこちらからお誘いしますので、ぜひご参加ください。ボートで行けるよう頑張ってみます。 

また、総会でご承認頂きましたとおりですが、冊子形式の「やまざと」は今号をもって最終回

とさせて頂きます。これまでの伝統に別れを告げるのは寂しさもありますが、形を変えても先輩

方の想いは引き継いでいきたいと思います。 

次の 5年間もこれまで同様、私自身できるだけ多くの会員の皆様と直にお話しする機会をもつ

よう努力しますので、お会いできた際には忌憚のないご意見を承りたく存じます。 

今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 
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金沢大学ワンダーフォーゲル部 

創立 65周年記念総会・懇親会 

24期 仲村 正一 

 

9月 30日（土）に KKRホテル金沢で前田達男元

顧問・西川潮顧問・都野展子新顧問をお招きし、

OB諸氏が集い開催されました。 

（受付の様子） 

 

（左：22 期森さん  中央：23 期戸水さん    

右：23期小久保さん〉 

 

 

                       （総会の様子） 

 

-----総会（司会 22期 小林 正人）-------- 

 
              （司会小林さん） 

冒頭に司会から「創設期の主要メンバーであり

ました 3期の鈴木兵一様・田村昭夫様があいつい

でご逝去されました。二人をはじめご逝去された

在りし日の先輩の姿を偲び黙とうをささげたい

と思います。」の言葉がけをし、全員で黙とう。 

 

会長挨拶（22期 黒崎敏男） 

 5 年ぶりに皆さんの元気な姿をみてうれしいと

感じます。私も 65 歳になり高齢者の部類に入り

ました。新型コロナの影響で活動が停滞しました

が、一方で、皆さんからの会費のご協力により財

政面ではかなり改善しました。ただし 30 期まで

で全体の 9割の会費入金がある構造は同様で、将

来的に収入が減少していくことは避けられない

と思っています。 

この 5年間、最小限のことしかできなかったと

思い反省しているのですが、できるだけのことは

やってまいりました。ワンゲル部員も今年は 20

名近く入部したようです。創設期のメンバーの精

神が受け継がれていっているのだと感じ、現役の

支援にも力を注ぎたいと思います。 

 
               （黒崎OB会会長） 

 30年間先輩方のご尽力で運営されてきた OB会

の活動の伝統を受け継ぎ、これからも努力してい

きたいと思っています。短い時間でございますが

総会、懇親会ではご協力よろしくお願いします。 

 

【第 1号議案 活動報告】            （会長） 

〇創立 60周年記念総会・懇親会の開催(2018年 

9月) 参加者 OB119名、現役 15名、来賓 2名 

60周年記念 Tシャツ作成 

〇OB会会報誌「やまざと」vol.33～37の発行 

 毎年 12月に発行 計 5回 

〇小屋作業の実施（年 1～2回） 

寺津にある車止めゲートは開閉する鍵を土木

事務所から許可を得て借用しないとならず、自由

に犀川ダムまで車で入れなくなっている。また、
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ダムサイトの道の岩石の崩落、のり面の消失や川

岸の浸食もあり山小屋まで行くのが難しい状況。 

〇現役と OB会役員との懇親会の開催 

 新型コロナの影響で 2021年からは未実施。 

 これから再開していきたい。 

〇現役活動への支援 

 毎年１回以上実施（バス借り上げ費など） 

〇関東支部、近畿支部、東海支部など有志の活動

が再開されている。11期青柳さんが 25年間にわ

たり幹事を務めてこられたスキー合宿はスキー

の会として有志で継続することとなった。 

 

【第 2号議案 会計報告】 （23期 小久保光将） 

 
（会計報告中の小久保さん） 

過去5年間の会計報告及び次期予算案について

説明。（詳細については「会計報告」を参照。） 

23 期竹内さんから金沢市の補助金の使途につ

いての質問、さらに医王山の登山道の整備に変更

してはどうかという提案がありました。 

第 1号議案、第 2号議案一括して拍手をもって

可決。 

 

【第 3号議案 やまざとの改訂について】(会長) 

 冊子形式での発行コストは過去 10 年間で見る

と１年あたり印刷費 28 万円程度・郵送費 6 万円

程度となっている。今後会費の減少が見込まれ、

将来的にも長期間にわたり OB 会の活動が維持で

きるようにしたい。そのため A4サイズでページ 8

枚のリーフレット形式としたい。内容は OB 会と

しての活動記録や各支部の団体活動報告、同期

会・現役の活動報告などを掲載する。 

 個人からの寄稿は従来どおり A4 サイズ 4 枚程

度として、OB会のホームページにて掲載する。 

 現行の冊子形式は65周年記念号vol.38をもっ

て終了する予定。 

質疑など 

11 期長岡さんから、ホームページに掲載される

vol.39以降での、皆様の個人投稿については、原

稿とりまとめ編集から PDF化までを、今後 5年間

は責任を持って協力しますとの意思表示があり

ました。その際、これまでの挿入写真の枚数制限

については緩和してほしいとのお願いもありま

した。 

 この意見について、会長から「ありがたいお申

し出ですが、これに関しては事務局で責任をもっ

て対応させて頂きたい」旨の回答がありました。 

拍手をもって可決。 

 

【第 4号議案 会則改定及び役員選出】 （会長） 

 新たに監事を設ける旨などの改定が提案され、 

監事は会計監査を含めた総合的な監査を行う役

割であることの説明がありました。 

また、20期久冨象二さんがアドバイザーを退任

し新たに監事に就任いただき、幹事の 37 期若山

悟さんが退任し、23期の戸水利紀さんに就任いた

だくことの提案がありました。 

拍手をもって可決。 

 

その他意見交換など 

11期長岡さんから、初代の倉谷ベルクハイムの

計画・対外折衝・設計・施工管理をご担当の、6

期合津様から、その将来については、「やまざと」

前号の 36ページのように（その要旨読み上げ）

と、うけたまわってきました。誰よりもベルクハ

イムを愛された、昨年お亡くなりになった 3期田

村さんも、同じお考えでした。 

金沢大学でホームカミングディが行われます。

学長も出席される大変楽しい会です。我々の「北

の都会」が懇親会の最後を校歌・寮歌で盛り上げ

ます。皆様もご出席くだされればと思います。 

15期奥名さんから、会報誌「やまざと」の改訂

で、私の趣味として作ってきた OB 会ホームペー

ジで「やまざと」を PDFの形で続けて掲載するこ

とになりました。OB会ホームページについては引

き続き担当させて頂きますが長期にわたってい

るので後任もぜひ検討ください。 

他にも会費未払会員への対応を求める意見や

その場合の「やまざと」の送付対応に関する意見

もあり、会長からも発言し、双方で活発な質疑応
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答がなされました。 

最後に司会から「活発な意見交換ありがとうご

ざいました。総会は、これにて終了させていただ

きます。皆様のご協力でつつがなく進行させて頂

けました。御礼申し上げます」の言葉があり終了。 

以上の議事進行を行い、議案についてはすべて

役員会提案のとおり議決を頂きました。 

 

-----懇親会（司会 23期 森 恵利子）----- 

 今回は着座スタイルの懇親会となりました。 

 
（懇親会のはじまりの様子） 

会長からの挨拶 

 
〈会長〉 

乾杯のご発声 

 
（西川潮顧問） 

都野展子先生から、西川顧問の海外出張の間、

臨時の顧問を務める旨と自己紹介がありました。 

（乾杯の様子） 

引き続き、現役部長の大倉幸章さんから最近の

活動報告がありました。 

 
〈部長挨拶と現役活動の紹介〉 

男女 67 名で活動をしている。月に 1 回程度の

登山を目標にしている。夏は白山登山を行い泊付

き登山も行っている。新型コロナの影響で一時期

は登山活動が一切停止されるということがあっ

たものの最近は活発に活動中。現役部員の登山に

ついてスライドを交えて紹介してくれました。 

 
その後は短い時間の中でしたが、皆さん旧交を

温め、懇親を深めあった時間を過ごしました。 

最後に都野展子先生から閉会のご挨拶を頂い

たあと「森のうた」を合唱し、全体の集合写真を

撮りお開きとなりました。 

皆様のご健康と活発な活動を期待するととも

に、5年後の再会を楽しみにしています。 
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金沢大学ワンダーフォーゲル部創立 65周年記念パーティ(懇親会) 写真集

 

 

3期～7期の皆様 

 

 

11期～12期の皆様 

 

 

13期～15期の皆様    
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16期～19期の皆様 

 

 

20期～22期の皆様 

 

 
23期～25期の皆様 
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26期以降の皆様 

 

都野 新顧問        13期柴田さんと 66期登坂さん 

 

12期赤地さんと現役生 
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8期～9期の皆様と 15期奥名さん 

 

 

 

皆様 楽しいひと時をありがとうございました。 

また５年後にお会いしましょう。 
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東海支部 

「遠見山PW」報告記 
17期 渡邉 和文 

時：2022年 11月 10日(木) 

メンバー：L.竹本(21)､中野(9)､森川(11)､ 

野村(12)､柴田夫妻(13)､川端(16)､渡邉(17) 

遠見山は岐阜県の南部中央に位置する川辺町

にある、岩肌が剥き出しになった標高 272ｍの岩

山。山頂から雄大な飛騨川の流れや美濃の山々の

眺望が楽しめる。最寄り駅の JR下麻生駅停車の

列車が少ないため、登山口の平和錦酒造前町営駐

車場に各自車で集合(9：30)。 

快晴無風の好天のもと出発。ＪＲ高山線の線路

の下の人がやっと通れる狭いトンネルをくぐると

いきなりの急登。標高差 150ｍをあえぎながら登

ると見晴らし岩に到着。眼下を大きく蛇行する飛

騨川、街道、ＪＲ高山線を走る列車などの眺めを

堪能。尾根を戻って遠見山山頂に至る。ここは下

麻生城の跡で秋葉神社や池がある。ここからの眺

望もよくしばし休憩。

 
なだらかな尾根を進みみどりの展望台で休憩

し、林道に向かって急坂を下る。しばらくのんび

りと林道歩きをすると落差 20ｍの南天の滝に到

着。滝から林道に戻り、地層が現れているところ

で中野さんの地学解説。「このあたりの岩はチャ

ートで 5cmの厚さに 2万年ほどかかる。」という

ことを知り、駐車場に戻る(12:30)。 

酒店で買い物をして、近くの蕎麦店(七福庵)に

移動して昼食後解散。 

その後、食後のデザートをフルーツ大福で知ら

れた養老軒で楽しみ、少し足を延ばして 400年前

の石垣が残る金山城址を散策しました。コロナ禍

第 8波の兆しの中、楽しい一日でした。 

「三ヶ根山PW」報告記 

報告者 16期 川端 俊朗 

時：2023年 2月 4日(土) 

メンバー：L.竹本(21)､中野(9)､森川(11)､ 

野村(12)､佐野(15)､川端(16)､安井(22)､ 

竹本さんの奥様 

 寒い冬が続いた令和 5年も、ようやく寒さが緩

んだ 2月 4日、21期の竹本さんの提案で、愛知県

三河の名峰、三ヶ根山への PWに出かけました。 

 立春に当たるこの日、日差しは暖かいのですが、

まさに「春は名のみの風の寒さや」の通り、やや

寒風が身に染みる中、午前 9時にＪＲ東海道線 

三ヶ根駅に集合しました。 

ここから車2台に乗り合わせて登山口に向かう

予定でした。しかし、駅から 10分程の登山口は

道路工事の真っ最中で、登山者用駐車スペースは

工事車両で満車。近くにも駐車場はなく、やむを

得ず、三ヶ根山スカイラインを走り頂上部駐車場

へ向かいました。（やや膝の痛みを抱えていた筆

者には僥倖でしたが） 

 三ヶ根山の頂上部はだだっ広く、広大な観音寺

院があり、戦没者の慰霊碑が林立。その中を散策

しながら南側に広がる三河湾を眺めてゆっくり

山頂に向かいました。大きな電波塔がある山頂で

記念撮影。

 
昼食後、元来た道を戻り駐車場へ。ここからは

竹本・川端が車を回して、徒歩下山組が本来の登

山道を降りることにした。14時前に下山完了。 

三ヶ根駅近くのスイーツ喫茶茶蔵へ。ここで、

あんみつやぜんざいでおしゃべりを楽しみ、中野

さんのミカン畑でとれた大量のお土産をいただ

き、15時に散会しました。 
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近畿支部活動報告（Ｒ４年秋以降） 

 高齢にもめげず、よく活動した一年だった。 

老兵は、元気な後輩の活躍を期待しています。 

磯城（しき）・山邊（やまのべ）Ｐｗ 

・実施日 2022 10/28(金) 報告 加藤（11期） 

 山の辺の道、北は天理市から南は桜井市、踏破

すればテーマになるが、シルバー世代では辛いも

のがある。そこでひねり出したテーマが、「大和

（おおやまと）神社」である。あまり知られてい

ないが、ここの神様は、古代は伊勢に匹敵する神

であったようだ。伊勢の方を「神」とするなら、

こちらは「祇」である。古くは二神共に宮中にあ

ったが、あまりにも神威が強いため旅に出され、

片方はめぐり巡って伊勢に、こちらはほぼ現在地

に近い山麓に落ち着いたという。 

平安時代になると大きな神社には管理する役所

が置かれた。神宮寺がそれで、その長官を別当と

いう。大和神社の場合、長岳寺がそれである。神

仏混淆が進むと、神様の居る建物はあるが、もう

中心施設では無くなっている。石上神社の神宮寺

である内山永久寺は西の日光とまで言われるほど

の荘厳な寺であったのに、神様は北隅の布留社と

いう建物が与えられる程度であった。大和神社も

それに似たようなものだったと思われる。 

明治になっての大地震、廃藩置県による寺社の

領地没収による経済基盤の喪失と、神仏分離令と

が寺社を襲った。時代の趨勢を見てか、内山永久

寺は廃寺とし、北隅の布留社を中心に石上神社に

編成替え、大御輪寺は廃寺となるも同じ場所で大

神神社となった。仏像仏具のすさまじい破却もあ

ったという。幸い大師信仰という経済基盤があっ

た長岳寺は廃寺を免れたがかつての勢いは無くな

った。一方、大和神社は古に復され、結果的には

神社も元神宮寺も共に生き残ることとなった。 

 10時。まほろば線。周囲はほぼ農村地帯の長柄

駅に金沢からＯＢ会長の黒崎さん、桑名から森川

さんを含め参加者12名全員が集合、すぐに出発し

た。駅近くの集落に天理教教祖の生誕地があると

いうので門前まで行った。ここから大和神社は指

呼の距離だった。戦前は官幣大社だったという

が、さほどには感じなかった。強いて言えば、「戦

艦大和」にはここの神を祀っていたというので、

艦の資料館や石碑があったぐらいだ。 

参道を東に進み柿畑の坂を登り山の辺の道に合

流した。柿の無人販売所が所々にあった。こんな

場所で女性たちが嬉々とするのは何故だろう。萱

生環濠集落のはずれの常夜灯籠からは南下、迷路

のような道で歯定神社に着いた。大和神社の御旅

所とあった。我々は昼食場所とした。一帯は古墳

の宝庫、地形図を見ても大小いろいろある。 

 小さな小川が旧の磯城郡と山邊郡の郡堺である

が、ほとんど気づかずにすぎてしまった。 

 
                ＜山の辺の道：萱生集落付近＞ 

長岳寺の門前には昔ながらの勧請縄が張られて

いた。楼門の前で拝観料400円を払った。本堂で

は、ボランティアによる極楽図の絵解きがあっ

た。が、見事な仏像を見ていたら、それを察して

か、仏像についても説明してくれた。増長天と多

聞天は平安中期の作で、神仏分離時に大御輪寺か

ら移されたとのこと、そのことが印象に残った。 

 巨大な崇神天皇陵では、堀の相当に高い堰堤を

歩いたが、本当に古代の技術かと疑った。黒塚と

その博物館も見学し、長岳寺の五智堂まで来た。 

 鎌倉時代の建築。塔の側面がなく心柱の一本足

と屋根だけの堂で、東西南北に梵字額がある一風

変わった建物だった。かつ、昔の寺域がここまで

だとすると往時の寺の勢いが想像できた。 

 途中にある旧柳本村の道路元標も確認し、柳本

駅には16時頃着いた。山の辺の道のあたりは、の

んびりと歩くには良い場所と再確認できた。 

 

六甲・菊水山Ｐｗ 

・実施日 2022 11/14(月) 報告 加藤（11期） 

 菊水山、こんな素敵な山名は昔からあるはずが

ないと思っていたら、案の定その通りだった。大

楠公：楠正成の討ち死に地が湊川、その後、水戸

黄門様が近くに「嗚呼忠臣楠子之墓」を建てたも

のだからそれが基礎となり、明治時代に湊川神社

が別格官幣社第１号として創建された。神戸市民

が「楠公さん」と親しんでいる神社である。 

10 



 菊水山の旧名は城ヶ越山だったが、Ｓ10年の楠

公600年祭の時、山腹に菊水形に松を植えて以来

菊水山というようになったらしいのだ。 

 ここは高村さんのお散歩コースなので、山行き

の企画として頼んだところ「簡単すぎないか」と

いう。それで最終的には市街地まで下る計画、途

中には明治時代に作られた水道施設、さらに下れ

ば清盛の福原の都もあるので、ちょうど良いとい

うことになった。今回も高村さんと智美さんの女

性リーダ。秋は女性リーダが定番になった。 

 

                        ＜菊水山登山口にて＞ 

神戸電鉄、始発駅の新開地は地下。5つ目の鈴

蘭台駅が標高300ｍ。まるで登山電車だ。それだ

けに運賃も高い。参加者12名全員がこの鈴蘭台駅

10時に集合した。金沢から上馬さんが、福井から

間所美智代さんが参加してくれた。しばらくは電

車の線路に沿って歩き、登山口で小休止。ここか

ら谷筋の山道に入った。流れとわずかに色づいた

木立が気持ち良い。30分ほどで100ｍ登り自動車

道と合流、そこから頂上までのんびりと歩き、11

時半には菊水山頂に着いた。 

女性リーダ二人が巨大な卵巻きを準備。そうし

て、その日がちょうど誕生日の伊豫さんの指揮下

で巨大卵巻きの「大中小」儀式を楽しんだ。 

 下りは車が来ない自動車道の方を歩いた。早い

紅葉が嬉しい。登山口近くまで下り、しばらく線

路に並行して歩く。線路と別れ、烏原大橋を渡る

と、右岸に有名な妙号岩が現れた。妙号岩という

から「南無妙法蓮華経」と書かれていると思うだ

ろうが、「南無阿弥陀佛」と書かれているのだ。何

とも「妙」である。辺りはそそり立つように巨大

岩ばかりである。道の先に石井ダムがある。しか

し、ダム湖にはほとんど水がない。それもそのは

ず、大雨の時に一時的に水を貯め、下流に負担を

かけないためのダムなのだ。ダム周辺も堰堤の上

も広く、まるで遊園地のよう。ダムを下る階段も

安全で楽しく歩ける設計になっていた。 

ダムの下からはしばらくで六甲縦走路と合流し

た。こんな山奥なのに、付近には建築美を感じさ

せる明治時代の水道設備がある。水を流すトンネ

ルの入り口にも当時の県知事の書で「放水門」と

揮毫された扁額があった。縦走路と別れて今度は

烏原川のダム湖の左岸を歩いた。歩行者専用の散

歩道である。真っ赤に紅葉した大木があった。 

 立ヶ畑ダム。神戸市の水道水源として日本で4

番目に古い重力式ダムである。アーチ式ダムを思

わせるようにややカーブしているなど実に優美な

姿をしている。4番目のためか神戸市民でも知ら

ない人が多い。港でも神戸ウォータが有名なの

は、ひとえにこのダムのお陰であった。 

右岸に渡り、山に沿って歩くと稜線が尽きたと

ころで、右手に突如神戸の市街地が現れた。断層

が尾根と谷を東に引っ張るという奇妙な地形が、

驚きの景観を生んだのだ。突然の市街地。急な階

段を下ればバス停はすぐだった。ここで解散はし

たものの、「清盛も入ったかも・・知らんけど」、

何人かは古くからある湊山温泉に向かった。 

 

京都・大悲閣Ｐｗ 

・実施日 2022 12/5(月) 報告 加藤（11期） 

 嵐山の近く、地形図にも記載されている気にな

る場所が「大悲閣」である。調べると、どうやら

角倉了以と深い関係のある寺であることがわかっ

た。簡潔にいうと、角倉了以が開削工事（保津峡

と呼ばれる区間を舟で通行できるよう）で犠牲に

なった人々を弔うために嵯峨野からここに移転し

た寺であるという。晩年に了以も過ごしたとのこ

と、なんとなく文化的香りがする場所である。 

下見の時は見事な紅葉。観音堂（大悲閣）から

紅葉を通して眺める京都が素晴らしかった。しか

も、まだ観光地化されていない隠れ家的な場所で

あるが、外国の京都通の観光客には良く知られて

いるようだ。崖地の上にあるのでほとんどの建物

が傷み、再建に努力しているご住職の懸命な姿は

他の寺と違っていると感じた。 

 実施当日、10時ごろには阪急嵐山駅に集合。渡

月橋あたりで合流すると約束していた高水間さん

からの携帯連絡があったので、駅を出た。やはり

人が多い。中之島で全員揃ったので、小渡月橋を

渡り桂川の右岸に出た。少し上流に向かうと人が

11 



激減する。しかし紅葉は見事。嵐山側が怖いくら

い急峻な崖となっている。大堰川と呼ばれるこの

辺りは、川下りの舟のためにやや水位が高くなる

工夫がされているという。なおも行くと、川幅が

急に狭くなるとともに川底の岩が見えてきた。  

なるほど、川の開削というのはこの川底の固い岩

を砕くことなのだ。往時としては非常に困難な工

事であったろうと推察された。小渡月橋から約30

分後には大悲閣の階段下に着いていた。 

 
   ＜大悲閣の住職に入ってもらっての記念撮影＞ 

ここからは一本道なので一旦解散。大悲閣に早

く着いた人から展望を楽しむこととした。 

 標高差は約50ｍばかりなのにそれ以上と感じる

のは、予想より急なためか。幸い途中にベンチが

あるので休憩しながら登れた。約15分で全員が大

悲閣に揃った。梵鐘の音が対岸に届くくらいに心

地よく響いた。京都でも、こんな風に鐘を撞かせ

てくれる寺はごく少ないだろう。拝観料を払えば

梵鐘を3回撞けるのだが、それは人の少ないとき

の話。我々は一回ずつとした。銀杏の黄葉が見事

だった。ご住職と幾許か話し、最後に記念写真を

撮り、また来ることを期し寺を辞した。 松尾社

へは、ほぼ西一ノ井川に沿って歩いた。山際の月

読神社、鈴虫寺を過ぎ、地蔵院を拝観した。ここ

は一休さんが過ごした寺であり別名竹の寺として

も有名である。紅葉の最盛期は過ぎていたが、靴

を脱ぎ方丈で寛ぐのは気持ちが良い。有難いの

は、ほぼ我々のパーティだけだったこと。 

 次いで、近くの浄住寺へ。つい先日まで特別拝

観料を徴収していたようだが、無料拝観に変わっ

ていた。それでも、残り紅葉を存分に楽しむこと

ができた。解散地の上桂駅まで約20分だった。 

 

高槻茨木古墳巡りＰｗ 

・実施日 2023 1/20(金) 報告 三宅（15期） 

大阪北摂の高槻茨木には意外に知られてないよ

うだがたくさんの古墳がある。今回のＰw では

「今城塚古墳」と「阿武山古墳」に加え「京都大

学地震観測所」などの施設を見学した。これらの

古墳、観測所はいずれも名探偵浅見光彦が活躍す

るミステリー小説「狐道」「金色の眠り」の舞台と

なっており興味深い。（作家「内田康夫」の絶筆と

なった小説） 

ＪＲ摂津富田駅に9時30分集合。桑名から森川さ

ん、名古屋から野村さん、金沢から上馬さんが参

加で総勢16名。大阪医科薬科大学の学生で満員の

バスに乗車し今城塚古墳へ出発。10時過ぎに今城

塚古墳前到着。広さ9ヘクタールの広大な敷地内

にある墳丘や内堀、埴輪祭祀場を見ながら歩き

「今城塚古代歴史館」に到着。施設内のジオラマ

や展示物などを見学した。 

「今城塚古墳」は6世紀前半に築かれた淀川流

域では最大級の前方後円墳で学術的には531年に

没した継体天皇の真の陵墓と言われており、平成

9年から行われた発掘調査により日本最大級の埴

輪祭祀場や墳丘内石積など貴重な発見が相次い

だ。なお、宮内庁では茨木市にある「太田茶臼山

古墳」を継体天皇陵としている。11時15分今城

塚古墳を出てハニワ工場公園に向かう。途中「闘

鶏野（つげの）神社」に寄る。神社への参道が名

神高速道路の上を跨いでいる全国でも珍しい神社

である。12時「ハニワ工場公園」到着。ここで昼

食。ハニワ工場は西暦450年頃から100年にもわ

たって操業していたそうだ。残存する当時の窯を

見学後、12時45分慌ただしく出発。ここまでの

行程で少し遅れていたため13時30分からの「京

都大学地震観測所」の施設見学に間に合わなくな

るためだ。 

 

                    ＜今城塚古墳のハニワと＞ 

「時間大丈夫ですか」と施設の責任者の方から

も心配の電話が入り焦った。地震観測所は阿武山

（281ｍ）の山腹にあり少々きつい登り40分の車

道をあえぎながら登った。8人のスタッフに迎え
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られ何とか予定通り13時30分に到着。施設見学

は通常2時間だが特別に1時間に短縮してもらっ

たので慌ただしかった。始めに「地震の仕組みや

地震学の歩み」の講義があり、その後2班に分か

れ「歴代地震計の見学」「屋上からの展望」などを

楽しんだ。屋上からの展望は素晴らしく眼下には

大阪平野が広がり天王山から生駒山、金剛・葛城

山などを一望出来る。観測所の少し上に「阿武山

古墳」がある。「阿武山古墳」は昭和5年に建設さ

れた京都大学地震観測所の建設工事中に偶然発見

されたもので、棺の中にはミイラ化した60歳位の

男性の遺骨がほぼ完全に残っており身に纏ってい

た高貴な衣装、副葬品などから「藤原鎌足」では

ないかと言われている。阿武山古墳からは緩やか

な登りを20分歩き「阿武山頂上」に15時15分到

着。計画通りでほっとする。 

山頂では、羊羹の差し入れを近畿OＢ会恒例の

「大中小のじゃんけん」をしていただく。毎度の

事ながら子供に戻ったようにはしゃいで楽しいひ

と時をすごした。山頂からは下山30分で最終目的

地の阿武山口バス停に到着。皆さん飛ぶように降

りたため予定より20分も早く着いた。予定通りの

バスに乗車して30分、16時55分ＪＲ摂津富田駅

に到着。解散した。 

最後に、Ｐwの前日1月19日に15期金井さん

の訃報が突然入り生前の彼を偲びながらのＰwに

なりました。阿武山頂上では参加者全員で「いつ

かある日」を合唱したり、棺に入れてもらう色紙

に思いを書いたりして金井さんを偲びました。解

散後、多数の方がお通夜へ駆けつけるなどバタバ

タしましたが思い出深いＰwになりました。 

 

姫路城の堀と城門巡りＰｗ 

・実施日 2023 2/20(月) 報告 加藤（11期） 

 姫路駅に降り立つと、道路の奥にすくっと立つ

天守閣が見える。しかも、小天守が脇侍のように

ならんでいる。まさしく「美」そのものである。

それ故、つい天守閣に足が向いてしまい、安くも

ない入場料を払い、「い」「ろ」「は」など忍者のよ

うな名称の門をくぐり、天守閣の最上階で「あぁ

絶景かな～」と満足気分に浸る。それを否定しな

いが、姫路城はもっと多面的である。 

 西国大名に睨みを利かす目的で整備したことも

あり、ここの城主は基本的に譜代大名である。領

地もそこそこ与えられたが、釣り合わないくらい

に城が立派で、修理に追われたという。姫路が裕

福な藩でなかったのは、そこに理由がある。 

 姫路城の堀は螺旋形にできているが、なんらか

の工夫で内堀、中堀、外堀が存在する。それぞれ

の堀の内側を内曲輪、中曲輪、外曲輪といい、内

曲輪は行政府、中曲輪は上級武士や一部の社寺、

その他は外曲輪にあった。明治維新、姫路城の場

合は内曲輪、中曲輪が公の域内とみなされ、上級

武士は立ち退き対象となり、そこに軍隊が入って

きた。中曲輪が広大であったためと、名城であっ

たために、本丸、二ノ丸、西ノ丸の多くの櫓が破

却されずに残った。また、軍の用地であったがた

めに、石垣の多くが残った。堀もしかりである。 

 今回は、天守閣をいろんな方向から見るのと、

堀の構造をグルグル探り歩くＰwとした。 

 

            ＜姫路城の展望地、男山山頂にて＞ 

 集合はＪＲ京口駅、西国街道の外曲輪の玄関で

ある外京口門がすぐ近くにある。定刻前に11名全

員がそろった。まずは外堀川へ。明治時代に生野

からの銀輸送道路建設のため半巾が埋め立てられ

たがよく残っている。川沿いに歩き、竹ノ内門跡

に。川はここから西へ直角に曲がり、さらに西北

に折れている。我々は、ここで外堀川と別れ、中

堀に向かった。堀の内側は中曲輪だ。煉瓦建ては

市立美術館、以前は市役所、戦前は陸軍の被服倉

庫であった。ここではやや細身の天守閣が煉瓦建

ての建物の上からのぞいている。こんな風景は珍

しいだろう。国立病院に沿って180度旋回し、再

び中堀へ向かう。堀の中曲輪側に久長門跡の石垣

がしっかりと残っている。外曲輪に出て中堀に沿

って歩いた。南東の角には内京口門の石垣がほぼ

当時に近い形で残っていた。 

ここからは、泉鏡花の天守閣物語の題材となっ

た長壁という祟りの神様に挨拶しに総社に向かっ

た。実は、長壁とは忍壁とも表現される刑部親王

のこと。祟りとは関係のない人生だったそうだ。

話題の祟りの神になりうべきは、非業の死を遂げ
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た他戸親王であり、他戸（おさべ）と刑部（おさ

かべ）の言葉が似ていることから、混同がどこか

でおき、間違ったまま伝えられたらしい。 

 総社からイーグル姫路へ。エレーベータで屋上

に出て城を眺めつつ昼食とした。地元の人のみぞ

知る、かつ姫路城正面展望第一の場所である。 

食後、内堀の正面門である桜門から内曲輪の三

ノ丸に入った。正面からの姫路城も良い。が、秀

吉築城時に大手門だった東側に回る。石垣を見上

げると、塀と天守は見事だ。次いで螺旋の堀の出

発点となる泉へ。一見何でもない泉だが、仕掛け

を聞けば笑える。泉の横の八頭門跡の石垣から、

北勢隠門、清水門と姫路城の裏側の城外に出た。 

 男山はもう一つの展望台だ。ここの特徴は３つ

の小天守も見ることが出来る絶景の場所なのだ。 

 再度、裏から中曲輪まで戻り、内堀に沿って南

勢隠門を抜け好古園前へ。お疲れの金岩さんがバ

スに乗るのをここで見送った。黒崎さんは大丈夫

という。一之橋門を出ると、千姫の小径という細

い道で中堀と外堀が接しているので、この道を南

下、車門から再び中曲輪に入った。埋門跡では石

垣をよじ登った。石垣の上は櫓があっただけに意

外と広い。ここからは姫路城がよく見える。ここ

からは中堀が埋め立てられ、今や国道になってい

る。鵰（くまたか）門は昔の枡形がそのまま残っ

ている。中ノ門を過ぎれば、ほぼ中堀を一周した

ことになる。姫路で一番古い喫茶店「大陸」に寄

り、コーヒで今日の完歩を祝った。 

 

石清水八幡宮と背割り桜Ｐｗ 

・実施日 2023 3/27(月) 報告 三宅（15期） 

京都府南部に位置する八幡市は「石清水八幡宮」

（平成28年に国宝指定）を中心として「東高野街

道」に沿って街が開けている。所々に昔の風情を

残す街道沿いには神社仏閣など多くの史跡があ

る。また「石清水八幡宮」のある「男山」の麓を

流れる「宇治川」と「木津川」、「桂川」の三川は

この地域で合流し（三川合流と言われる）「淀川」

となって大阪湾に流れ込む。「背割堤」は宇治川と

木津川を隔てる堤防で春には1.4キロ続く桜のト

ンネルとなる。今回のＰwは石清水八幡宮を中心

に八幡市の史跡巡りと背割桜のお花見とした。 

京阪石清水八幡宮駅10時に参加者11名全員集

合。京都から高野山に向かう東高野街道を少し歩

き一番目の目的地「飛行神社」に徒歩5分で到

着。珍しい名前の「飛行神社」は明治24年日本で

初めて飛行実験に成功した二宮忠八（明治～昭和

の軍人）が建立した神社である。大阪湾から引き

揚げられ展示されている「零戦」のプロペラなど

を見学した。次に二番目の目的地「単伝庵（らく

がき寺）」に向かう。臨済宗のお寺でお堂の壁に願

い事を落書き出来るのだが殆どスペースが無いく

らい落書きで一杯だった。メンバー誰も何故か落

書きをしなかった。 

 

                         ＜らくがき寺にて＞ 

次に三番目の目的地「泰勝寺」へ。寛永の三筆

と称された社僧「松花堂昭乗」ゆかりの寺で大正

７年に建立された。昭乗のお墓があり、石庭（南

天の庭）がいいらしいが通常は非公開のため見学

出来ない。しかし今回は金沢大学ワンダーフォー

ゲル部のＯＢ会である事をお伝えし特別に見学さ

せていただいた。住職不在のため奥様が庭園と宝

物館を丁寧に案内してくださった。本堂と茶室は

見られなかったが庭園は趣があって良かった。 

ちなみに皆さんよくご存知の「松花堂弁当」は

松花堂昭乗が絵道具や煙草盆として使っていた十

字型の器を参考にして、昭和の初め料亭「吉兆」

が作った弁当だそうだ。お寺の門前で記念写真を

撮って、いよいよ石清水八幡宮のある男山へ。 

男山山頂（142ｍ）までは参道を30分登る。途

中、松花堂昭乗の宿坊茶室跡などを見学し12時山

頂到着。山頂展望台からは京都の市街、愛宕山か

ら比叡山など周りの山々が一望出来る。 

眼下には三川合流の桂川、宇治川、木津川、背

割堤も近く見える。昼食後、石清水八幡宮の本殿

（国宝）を参拝した。境内の桜は丁度満開で見事

であった。近くにある「エジソン記念碑」で記念

撮影。白熱電球の実用化に向けフィラメントの材

料を探して見つけたのが八幡の竹だったそうで、
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毎年エジソン生誕祭が行われている。表参道の石

段をゆっくり20分下り「安居橋（たいこ橋）」

へ。大きく半円を描いた形の橋は大きな蔵屋敷を

背景になかなか風情がある。少し移動し「頓宮

殿」を通り抜け表参道入口に立つ「一の鳥居」の

前で記念撮影。鳥居の前に八幡名物「走井餅」の

お店があり買い求めるメンバーがいた。 

最終目的地の「背割堤」までは徒歩10分程度

だ。木津川に架かる御幸橋（ごこうばし）355ｍを

渡り15時30分到着。桜は満開、天気快晴で凄い

人出である。桜並木の入り口で運営協力金100円

を払って入場し桜のトンネルを皆なでぞろぞろ30

分程歩く。河川敷にはたくさんの屋台が出ていて

大勢の人で賑わっていた。背割の桜は1978年に松

からソメイヨシノへ植替え始め、1988年4月に一

般開放されたそうで歴史は新しい。河川敷に降り

て輪になって桜並木を見ながらお茶とお酒少々を

楽しんだ。コロナ後の久しぶりの宴で楽しかっ

た。 

17時に石清水八幡宮駅に戻って解散した。 

 

再々京都・長尾山Ｐｗ 

・実施日 2023 4/25(火) 雨天中止 

 

再々々京都・長尾山Ｐｗ 

・実施日 2023 5/10(火) 報告 加藤（11期） 

京都には有名なトレールがいくつかある。いわ

ゆる観光登山のルートである。有名ゆえ、道もし

っかりしているが、人が多いのが難点である。雑

踏の山など行きたくはない。地元の人しか行かな

いような山をと探すと意外な発見もある。物語で

ある。高瀬川と琵琶湖疏水、京都らしい景観を放

つ人気スポット。そしてそれらを開削した角倉了

以と第３代京都府知事の北垣国道の二人が、時代

を越え、この山でつながるという物語である。 

 嵯峨野を歩いていて驚くのは、北に連なる山々

は、地形図では無名の山ばかりなのである。実は

毎冬、約2週間京都ステイする機会を15期の金井

さん（今年の１月に逝去、ご冥福を祈ります）の

好意で楽しんだ。ある年は毎日豆腐を食い、別の

年は衣笠丼にこだわり食べた。なるべく京都の庶

民の生活を体験しようと、あちこちの銭湯にも入

った。観光地でないところをなるべく選んで歩い

た。しかし、北嵯峨野の山までは手を出さずにい

たのだ。パソコンで調査すると低山だけに地元の

人はまともな道があるかどうか不明なところを歩

いている。それでもなんとか下見せずに長尾山Ｐw

を計画した。そして雨で3度流れた。 

 調査で分かったこと、山の向こうの谷に堰堤を

作ることで水面の高い菖蒲谷池を作り、なるべく

稜線越えの隧道の長さを短くして反対側の嵯峨野

に水を送っていたことを。それ造ったのが角倉了

以の甥（和算問題で有名な塵劫記の著者でもあ

る）である。峠を越える隧道で反対側に水を送り

土地を豊かにする。時代を超えたつながりという

のはこの発想である。琵琶湖に対応するのが、規

模が小さいながらも菖蒲谷池なのである。最初は

稜線歩きだったが、菖蒲谷池と隧道との関係を見

たさに道探しのため下見もした。さぁ本番だ。 

 

                  ＜長尾山295.9ｍ山頂にて＞ 

 9:15には京都駅ＪＲバス乗り場に全員が集合、

バスに全員着座。乗ること約40分、230円は安

い。まず、平岡八幡宮に参拝。参拝よりもトイレ

が大事な人も居たような。ここから長刀峠に向か

う。途中、某有名人の邸と寺があった。 

長刀峠からはわずかな階段の登りで、すぐに稜

線に出た。ミツバツツジは終わりモチツツジが咲

いていた。登り少しとやや平坦道。これの繰り返

しが何度あったろうか。時折り見える嵯峨野の俯

瞰。広沢池、大沢池、大覚寺と田畑との調和が良

い。昔ながらの景観が良く保たれているのは、景

観保全地区で都市開発を不可としているからだ。 

 天気の良さが、暑さに慣れていない体から汗を

要求してくる。たいした距離ではないのに老兵の

行軍。さぞかし滑稽な風景だろう。それでもほぼ

正午に今日の最高点である長尾山295.9ｍに着い

た。ここまでくれば、あとはほぼ下り。一気に気

分が和む。それぞれのザックから菓子だとか果物

などが出てくる。低山だけど、南方面にはもう山

がない。すこぶる展望が良い。一時間あまり食べ

て、おしゃべりをして、最後に記念写真を撮っ

た。このまま稜線道を歩くか、それとも池に立ち
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寄るかを諮ったら、菖蒲谷池の構造を見たいとい

う。さすがに老いたりと雖もＫＵＷＶは知的集団

であることを証明した瞬間であった。京見峠から

さらに5分で菖蒲谷池に着いた。隧道への水門が

池の最上部にあるのがここの特徴。江戸時代初期

によくもここまで考えたものと敬服した。下り5

分でも、稜線への登りは10分かかった。 

 きれいに整備された嵯峨天皇陵前の石畳では伊

豫喫茶店が開業。あぁコーヒがうまい。陵からの

下り道は北嵯峨から東山までの絶景だった。 

 北嵯峨公民館前の庭には、北垣国道書なる菖蒲

谷池顕彰の碑があった。碑文には確かに角倉了以

の文字があった。大覚寺の裏なのに、すぐ近くの

飲料自動販売機がほぼ100円だったことに感動し

た人もいた。これも観光客用ではなく、地元の子

供たち対象の販売機らしかった。 

 

君影ロックガーデンと朝ドラＰｗ 

・実施日 2023 6/12(月) 雨天中止 

 

武田・京都薬用植物園見学Ｐｗ 

・実施日 2023 6/26(月) 報告 加藤（11期） 

 2020年2月の瓜生山Ｐwだった。山麓の曼殊院

のトイレを借りる目的もあって参拝を計画、その

時、現地で武田薬品京都薬用植物園の存在を知っ

たのだ。この植物園について調査すると、一般開

放どころか、年に数回だけしか公開しない。なか

なか行けない施設だ。京都にはこのような通人を

対象とした施設がよくある。 

 避難的な企画として使おうかと思い4月下旬に

16名参加で申し込んだが、それではいかにも厚か

ましい。そこで希望を再調査し、その結果、希望

者は8名。早速、氏名付きで訂正した。参加が確

定するまでの約2週間は長く、50名の枠に何とか

入れたのがわかった時は笑みがこぼれた。 

 当日は怪しげな空、集合地に近い叡電修学院駅 

からの道がややこしい。この辺りは自然発生的に

できた住宅地、なので畑地の道がそのまま道にな

ったところも多い。狭くて袋小路も多い。読図力

により最適なコースの鷺森神社の社務所から裏道

で素直に植物園に着くことが出来た。地図なしで

勘だけで何とか行けると思った伊豫夫妻は四苦八

苦して、時間ギリギリになっての到着だった。こ

こは自家用車ご法度の植物園、小雨なのに次々と

タクシーで来る人々には驚いた。それくらいに人

気の見学会なのだ。参加の常連もいるらしい。 

見学会は、10数名のグループごとに専門職員が

付き添って指定順路に従って回る。指示された植

物については、自由にちぎり、噛み、匂いを嗅い

だりできるのだ。五感を使って楽しめる植物園と

いうのも珍しい。我々のグループの最初が胃薬の

原料となるヒキオコシなどであった。最初だから

と張り切って味わったため、口中が苦さだらけ

に。また、室内では、生薬を食べる体験もあっ

た。「朝鮮ニンジンがおいしい」との感想を述べる

と、それは体が必要としているのかも知れないと

いわれ、ギョッとした次第。いっぱい体験しすぎ

たので多くは忘れたが、赤紫蘇にも二種類あるこ

とが印象に残っている。生でも赤紫蘇の香り豊か

な紫蘇と、どちらかというとやや青紫蘇の香りが

するものがあるということを。 

小雨でも、実に楽しい実技見学会であった。 

 

         ＜元神戸にあった洋館建てを背景に＞ 

最後に、お目当ての建物に寄った。係員の説明

がなかったが、その前で記念写真を撮った。この

建物は住友銀行本店の支配人であった田辺貞吉の

邸宅として建てられた。その後、住友本家に。阪

神淡路大震災で大きく損壊したため、一旦取り壊

す計画になった。が、武田薬品が薬草園の迎賓館

とする利用目的で購入。ここに修復移築した。設

計者は中之島図書館を設計した野口孫市。 

 広い植物園、かつては曼殊院の敷地だったとい

う。それゆえ曼殊院が近い。折しも曼殊院では、明

治時代に失った宸殿の再建がなり、記念に国宝の

「黄不動」も拝観可という。瓜生山Ｐw当時には

ここにはなかった貴重な二つ、しかも「宸殿」の

中で本物の「黄不動」を見ることができた。 

帰りは一乗寺駅まで驟雨に見舞われたが、四条

河原町の辻子で食べたラーメンがうまかった。  
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近畿支部の活動まとめ（2022年秋以降）  名前に添字のある方は女性、〇( )は期です。 

2022 10/28(金) 磯城・山邊Ｐｗ （企画 加藤） 参加者12名 

金岩⑤ 伊豫⑧ 伊豫a⑩ 加藤⑪ 加藤s⑪ 森川⑪ 赤地⑫ 鈴木⑮ 高村c⑮ 三宅⑮ 井上⑯ 黒崎(22) 

長柄駅～大和神社～山の辺の道～歯定神社（昼食）～長岳寺～崇神天皇陵～黒塚古墳～五智堂～柳本駅 

2022 11/14(月) 六甲・菊水山Ｐｗ （企画 加藤ｓ、高村ｃ） 参加者12名 

金岩⑤ 伊豫⑧ 篠島⑧ 伊豫a⑩ 加藤⑪ 加藤s⑪ 上馬⑮ 宇野a⑮ 鈴木⑮ 高村c⑮ 間所m⑮ 三宅⑮ 

神鉄鈴蘭台駅～菊水山登山口～菊水山～登山口～妙号岩の下～石井ダム～立ヶ畑ダム～石井橋バス停 

2022 12/5(月) 京都・大悲閣Ｐｗ （企画 伊豫、加藤）参加者12名 

伊豫⑧ 高水間t⑧ 伊豫a⑩ 畔山⑪ 加藤⑪ 加藤s⑪ 森川⑪ 宇野a⑮ 鈴木⑮ 高村c⑮ 間所m⑮ 三宅⑮ 

阪急嵐山駅～中の島～大悲閣～渡月小橋～法輪寺～松尾大社～地蔵院～浄住寺～阪急上桂駅   

2023 1/20(金) 高槻茨木古墳巡りＰｗ （企画 三宅） 参加者16名 

金岩⑤、伊豫⑧、篠島⑧、伊豫a⑩、畔山⑪、加藤⑪、加藤s⑪、森川⑪、 

野村⑫、赤地k⑭、上馬⑮、宇野⑮、鈴木⑮、高村c⑮、三宅⑮、井上⑯  

摂津富田駅＝氷室～今城塚歴史館～ハニワ工場公園～京大地震観測所～阿武山～阿武山口＝出発点 

2023 2/20(月) 姫路城の堀と城門巡りＰｗ （企画 加藤） 参加者14名 

金岩⑤、伊豫⑧、黒崎⑧、伊豫a⑩、加藤⑪、加藤s⑪、赤地⑫、野村⑫、 

赤地k⑭、宇野⑮、宇野a⑮、鈴木⑮、三宅⑮、井上⑯ 

京口駅～外堀・中堀巡り～姫路総社～イーグル姫路～三の丸～男山～内堀巡り～車門跡～姫路駅 

2023 3/27(月) 石清水八幡宮と背割り桜Ｐｗ （企画 三宅） 参加者11名 

伊豫⑧、篠島⑧、伊豫a⑩、加藤⑪、加藤s⑪、宇野⑮、宇野a⑮、鈴木⑮、高村c⑮、三宅⑮、井上⑯ 

京阪石清水八幡宮駅～単伝庵～泰勝寺～男山展望台～八幡宮本殿～安居橋～背割り桜～八幡宮駅 

2023 4/25(火) 再々京都・長尾山Ｐｗ （企画 加藤） 雨天中止 

2023 5/10(火) 再々々京都・長尾山Ｐｗ （企画 加藤） 参加者8名 

伊豫⑧、伊豫a⑩、加藤⑪、加藤s⑪、森川⑪、高村c⑮、三宅⑮、井上⑯ 

京都駅＝梅ヶ畑清水町～平岡八幡宮～長刀峠～長尾山～京見峠～菖蒲谷池～嵯峨天皇陵～大覚寺 

2023 6/12(月) 君影ロックガーデンと朝ドラＰｗ （企画 高村ｃ、加藤ｓ） 雨天中止 

2023 6/26(月) 武田・京都薬用植物園見学Ｐｗ （特別企画 加藤） 参加者6名 

伊豫⑧、伊豫a⑩、加藤⑪、加藤s⑪、宇野a⑮、高村c⑮ 

叡電修学院駅～鷺森神社～京都薬用植物園（見学）～曼殊院（国宝黄不動参観）～叡電一乗寺駅 

2023 10/30(月) 君影ＲＧと妙号岩Ｐｗ （企画 高村ｃ、加藤ｓ） 参加者8名の予定 
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  野沢温泉スキーの会 ２０２３ 

 

11期 青柳 健二  

 

・実施日  2023年 2月 25日(土)～27日(月) 

 

・参加者  （8期）野村・(11期) 青柳   

(15期) 上馬・坂尻・(21期) 竹本 

（26期）畠山       計６名 

 

 今回は 25回まで続いたスキー合宿を、スキー

の会として再出発し、昨年と同様に 2月末近くに

実施しました。 

 参加者は、久しぶりに金沢から野村さん・上馬

さん・坂尻さんが参加、地元の畠山さんに加えて

愛知から竹本さんが初めて参加されました。 

 スキーの会として衣替えした年に、かように多

彩なメンバーが集まった事は嬉しいことでした。 

 

・2月 25日（土） 曇り時々雪 

 何時ものように朝７時半過ぎに自宅を出て、大

宮駅 9時 9分発の上信越新幹線はくたか 555号に

乗り 10時 32分飯山駅着。ここで待ち合わせをし

た自家用車できた竹本さんと合流。11時 10分に

は宿“ふるさと”に入る。 

 今日は宿泊者が多いようで、2階の大広間で着

替えをして竹本さんと 2人で 12時 6分にはスキ

ーに出発。リフト券は、ヤル気満々の竹本さんに

合わせてシニア 3日券（13,000円也）とした。 

 新長坂ゴンドラで一気にやまびこ駅へ。レスト

ハウスやまびこへ入って昼食とする。先行した 4

名が席を確保してくれていた。本日のランチはビ

ーフカレー（1200円也） 

13時 40分過ぎにスキー開始。毛無山山頂まで

登り、畠山さんのカメラで写真を撮る。やまびこ

Ａコースを滑る。雪が強くなり、長坂ゴンドラを

下り線に乗り長坂ゲレンデに出る。長坂ゲレンデ

で滑ることとする。斜度がなく長い長坂ゲレンデ

は調整ゲレンデとしては最高だ。但し、想定以上

にバーンが固く、２回転んだ。 

 4時少し前に宿に戻った。今年の初滑りであ

り、疲れた。宿の内湯に入り疲れをとる。 

19時から夕食。 

食堂には日本人の客が多く、その為か料理は今一

歩であった。 

 
 早々に、2階の大広間に戻り、パソコンで映写 

会＆懇談会を行う。 

 私が 61歳の時に登ったヒマラヤ・ゴーキョピ

ーク登頂の写真を披露。 

上馬さんは、白山の百四丈の滝を冬の滝つぼに

降りた様子を披露。 

畠山さんは、上越の山々を版画にした年賀状を

お披露目。その素晴らしい出来栄えで感嘆する。 

 夜 10時過ぎに床に就く。 

 

・2月 26日（日） 終日雪 

 6時起床、7時半に朝食をとる。 

 今日は天気が悪いので、ユックリとコーヒーを 

飲み、8時 45分過ぎにスキーに出る。 

 長坂ゴンドラは長い列であったが、ゴンドラを

降りると上部はガスが濃く上のリフトが見渡せな

い。老人グループの私と野村さんはパラダイスゲ

レンデに行くことにした。若手は上に上がってい

った。野村さんとパラダイスゲレンデを 2回滑っ

て、スキーサイドの三角屋根のロッジ「はくぎ

ん」で休むことにする。“ケーキ・紅茶セット”

で疲れを癒す。雪はシッカリ降り続いているの

で、このロッジで昼食を取ることに決め、畠山さ

んにメールして了解を得る。6人分の座席を確保

して、ジックリ体を休ませることにする。 

 11時半に全員がロッジに集合。私は“塩バタ

ーラーメン（950円也）”を食す。美味かった。 

 12時半に午後のスキーに出る。畠山さんたち

若手組はやまびこゲレンデへ。私と竹本さんはユ

ートピアコースに出て日影ゲレンデから長坂ゲレ

ンデへ出る。昨日同様に、長坂フォーのリフトに

乗って調整する。ショートターン、ロングターン

のコツを掴んでホットする。 18 



 15時過ぎに、連絡コースを滑り宿に着く。 

定番の甘酒を飲んで、今日も無事に滑り終えた

ことでホットする。 

 

 久し振りに中尾の湯に行く。ゆっくり入って疲

れを癒す。熱い方の湯舟に入るもそんなに熱くな

く、気持ち良い汗をかいて満足する。 

 宿に戻ると畠山さんが帰るところで、見送る。 

 

 19時から夕食。今日は、人数が少なく、料理

は上等であった。信州サーモンのお刺身、茶碗蒸

し、小魚の唐揚げなど、美味であった。 

 9時 30分ころ、床につくとストンと寝てしま

った。 

 

・2月 27日（月） 本日は終日快晴なり 

朝 6時起床、7時 30分に朝食。何時ものリン

ゴとコーヒーが美味い。 

8時には会計を済ませ、8時 45分にスキーに出

かける。 

 

今日は月曜日なので、長坂ゴンドラの列は短

い。9時 40分には毛無山山頂に着いていた。 

 
 

 樹々に霧氷が張り付いて、その輝きが美しい。 

早速やまびこＡコースを滑る。なだらかなコー

スをスピード上げて滑り、急斜面の上で止まり、

急斜面をリフトの前まで滑り降りる。このスピー

ド感が心地よいのだ。3回滑って喫茶ダンテへ。 

缶コーヒーを飲んで一休みする。この休憩スポ

ットがあるのが助かる。75歳の老スキーヤーに

は丁度良いのである。25年間、野沢で滑り続け

て怪我も無く滑り終えたことに感謝したい。 

 

 
  

  やまびこＤコースを 2回滑ってレストハウス

やまびこで昼食を取る。（山菜うどん 950円也） 

12時 40分、野村さん達 3名は、金沢へ帰る。 

 

竹本さんと二人でやまびこＡコースを滑る。 

妙高・火打が輝いて美しい。また、苗場山などの 

山々も輝いている。この絶景が野沢の宝なのだ。 

3回滑って、レストハウスで休み、スカイライ

ンコースを滑り降りる。今回初めてのスカイライ

ンである。このコースが野沢のベストコースであ

る。晴れた日の午後になると斜面が固くなって滑

りにくい。 

 

 転倒しないようにゆっくりと滑る。こんなに長

かったのか？こんなに急なところがあったのか？ 

細い斜面を転ばないように滑って、橋を滑り降

りてウサギコースの上に出る。バンザイ!! 

柄沢ゲレンデを滑ってスキーを終える。 

さすがに疲れた、無事なり。2時半に宿に着

く。スカイラインコースを滑り降りた直ぐの処に

宿があるのが、毎年泊まっている“ふるさと”の

強みである。 

 

 帰り支度を終えて、午後 3時には帰途につく。 

お土産処で“はと車 （1,300円也）”を買っ

て記念とする。 

 竹本さんに飯山駅まで車で送ってもらい、新幹

線はくたか号で帰ることが出来たのでした。 

 

 さて、スキーの会は来シーズンは“八方尾根”

を予定しています。その次の年は“志賀高原”と

しましょう。さて、何時までゲレンデスキーが続

けられるか楽しみですね。 
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2023年 春の小屋作業 

 22期 黒崎敏男 

 

5月 13日（土）に実施した概要を紹介します。 

 

【参加者】 

OB  15期 上馬 坂尻 

20期 黒崎 

現役 66期 大倉、林 

67期 濱本、中西 

 

６：４０ イオン集合、現役２名が不参加で OB

３名、現役４名 

７：１０ ゲート手前の駐車用スペースで下車、

以降徒歩で移動。途中は数か所で工事中で大型車

両が多く通行中。 

８：３０ ダム着、トイレが使用不可で事務所内

のトイレを使用させてもらう。 

８：５０ ダム発、数台の車があり、ゲート通行

許可を受けた個人が入っている。途中は２番目の

沢の橋が決壊して導水管が露呈しているものの

通過には問題なし。高桑碑周辺のがけ崩れも大き

な変化なく、通常どおり掃除して献花する。吊り

橋手前は数か所で崩壊があるもののロープを補

助に慎重に歩けば大きな問題はない。ここまで雨

はなく足元は草も少ないので歩行しやすい。 

 
（沢の通過） 

１０：３０へつりの箇所は流れが変化し、水量計

付近は流れがなくなっていて、水量さえ少なけれ

ばかなり上流に向けて歩行できる。最後は丸太を

つたって岩をよじ登って通過する。小屋下には小

屋掛けして数名の人が滞在中。少し話をすると、

皆さん金大ワンゲルに期待している旨をされ、ま

た一緒に楽しみましょうとのこと。 

 

（へつり） 

１０：５０小屋着、水場を確認するとホースの先

端のかごがなくなり、ホース本体は下流に流され

ていたので引き上げて再設置。亀裂もあり水量は

多くないが導水は確認できた。草刈り後、昼食。 

１３：２０小屋発。雨がひどくなったため増水を

心配し、尾根のう回路を通過。帰りも慎重に通過

し、１５：００ダム着頃には少雨となる。 

１６：２０ゲート近くの駐車場に戻る。イオンに

戻って解散。 

１年ぶりでしたが、小屋内は特に変化なく、屋

根の腐食はやや進み、奥の床板の腐食が気になり

ましたが大きな問題はなさそう。 

参加者は皆さん健脚ぞろいだったので長時間の

歩行にもまったく心配なく、久しぶりに現役の皆

さんと様々なお話をしながら歩いていると時間

が短く感じられました。参加された皆さんには御

礼申します。 

最低限の確認だけでしたが、小屋が無事でした

ので一安心しました。 

 

 
（ダムにて） 
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 2023年　秋の小屋作業
～次世代パワーの息吹～ 

20期 松下 和隆 

【日程】 

2023年秋、10月 7日～10月 9日（2泊 3日） 

【参加者】 

◼ OB（5名）

（15期）坂尻忠秀 

（20期）久富象二、高田泰夫、松下和隆 

（22期）黒崎敏男 

◼ 現役（5名）

（66期）大倉幸章（部長）、江尻伊吹（副部長）、

　林 岳瑠　（67期）濱本倫太郎、安田恵輔 

◼ 集合写真（ベルクハイムにて）

（後列左から敬称略）久富、高田、坂尻、松下、（前

列左から）濱本、黒崎、大倉、江尻、安田、林 

【1】はじめに 

 5年ぶりの小屋作業だ。黒崎 OB会長に、総会と

小屋作業どっちに参加する？と聞かれ、ちょっぴ

り迷った。総会に出て旧友と久しぶりに再会もし

てみたい。だが、コロナ禍での長い巣篭り疲れを

考えると、小屋作業という響きに何とも言えない

解放感を感じた。加えて思い入れもあった。倉谷

で、ベルクハイムで、そして高三郎で、かつて仲

間と汗を流したあのひとときが忘れられない。久

しぶりのロングタイム（2泊 3日）小屋作業だ。5

年のブランクで体力面に不安もあった。しかしそ

れ以上に若い現役生達との交流も楽しみだった。

実際、それは大正解だった。彼らには多いに楽し

ませてもらった。そして体力面でも随分と助けて

もらった。今回は、次世代パワーに圧倒された小

屋作業だった。 

今回の参加者は総勢 10名。それを 3つの班（2

名、2 名、6 名）に分けて行動した。第 1 班（久

富、高田）は日帰りでベルクハイムの周辺清掃。

第 2班（坂尻、松下）と第 3班（黒崎、現役 5名）

は2泊3日で、高三郎への道整備と登山を行った。 

1 日目は高曇りでまずまずの天候。犀川ダムか

らは明日登頂を目指す高三郎が見える。重たい荷

物（食料やテントなど）を分担し、秘境の地、倉

谷へと向かった。 

犀川ダムサイトにて。後方には明日登頂を目指す高

三郎が見える。 

【2】難を免れた、高桑（19期）さんの碑 

ダムサイトを出発して歩くこと約 30 分。第一

の切れ込み（カン谷）を過ぎた所で大規模な土砂

崩れに遭遇する。ここは高桑さんの碑や（元住民の

方の）顕彰碑があった場所だ。道のほぼ全域が岩石

で埋まっている。顕彰碑には直前まで土砂が迫り、

ダム湖に落ちる寸前で止まっている模様。他方、そ

のすぐ横にある高桑碑は奇跡的に難を免れていた。

何か運命的なものを感じる。高桑さんの在りし日の

笑顔が思い浮かんだ。皆でブッシュを刈り取り献花

する。 

（左）大規模な土砂崩れ 

（右）押し流された顕彰碑 
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奇跡的に難を免れた高桑碑 

【3】気が抜けない倉谷への道 

 出島まで来た。かつて新トレを経験された OB

の方なら、ここまで来るとベルクハイムはもう近

いとお思いのことだろう。だが、そうは問屋がお

ろさない。ここからが難所続きなのである。出島

から吊り橋へと続く 300mほどの区間は、まった

く気が抜けない。ヘツリ状に狭くなった箇所が数

か所あり、補助ロープ無しでは歩行が困難な状況

だ。倉谷川までの落差は 10mほどだが、足を滑ら

せるとやはり大怪我をするだろう。ザックを斜面

にこすらぬよう、慎重に通過する。 

狭くなったヘツリ状の道 

 ここをなんとか無事に通過して、吊り橋に至る。

ほっと一息ついたら、やっと秋の景色が眼に入っ

てきた。吊り橋を渡ると旧倉谷村。ここはもうす

っかり秋だ。栗の実を踏みしめながら歩く。実が

ポンと飛び出る様はなんともかわいい。秘境の地

の秋は、静かでとても味わい深い。 

この快適なハイクもつかの間、第二の難所がや

ってきた。水量計周辺のヘツリである。倉谷の水

量は少なくなってはいたものの、アクロバティッ

クな丸太の道は、相変わらず気が抜けない。 

気が抜けない丸太道 

【4】ベルクハイム到着、と思いきや 

 丸太道を抜けてやれやれと思いきや、秘境の面

影はまだあった。目前の河原一帯が、ススキの猛

烈なブッシュに覆われていたのだ。道の痕跡など

どこにもない。ブッシュの中へ手探りで突っ込む。

もがくこと 20分。やっとのことで小屋前の坂に

出た。目と鼻の先にあるはずの小屋がこんなに遠

く感じたのは始めてだった。 

 予定より1時間ほど遅れた11:30ころ小屋に到

着。みんなヘロヘロだ。まずは小屋の中で昼食。

その後、日帰り隊（久富、高田）が水確保のため

ホースを調査し取水を試みる。しかし、水はチョ

ロチョロと出たもののその後まったく出ず。ホー

スに亀裂 3ヶ所とバルブ不良１ヶ所がある模様。

漏水が激しく、本格的な修理が必要と思われる。 

 13:00ころ日帰り隊は下山。その他のメンバー

は草刈機 2台を持参して、今夜のテン場（新道

850m付近）へと向かった。 

ベルクハイムにて。しばしの休息 

【5】テン場がない！ 

 再びボッカが始まった。倉谷川に沿って金山谷

まで歩く。以前あった丸太橋はもう影も形もなく、

飛び石を頼りにぴょんぴょんと渡渉する。 
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金山谷の渡渉 

新道の登りに取りつく。最初の急登 300mは地

獄だった。ロープや枝を掴みながら這いつくばっ

て登る。前を行く現役生達にすぐ置いて行かれる。

ああ、俺も随分とジジィになっちまったものだと、

身に染みて感じた。前を歩く現役の林君がやさし

く気を遣ってくれる。「松下さんが遅れてま～す。

ちょっと待ってくださ～い」と。 

急登が終わり標高 700mぐらいからは、ブナ林

の緩やかな道が続く。この辺りから草刈り作業を

予定していたが道の状態は良くそのまま予定の

テン場（850m付近）まで進んだ。しかし、いつに

なってもテン場が現れない。結局見つけられない

まま栃倉分岐まで行ってしまう。もう誰も来ない

だろうという予想の元、ここで設営させてもらう。

草刈り機でスペースを広げ、3張り（6人、3人、

2人用）を設営することができた。 

栃倉分岐にて設営 

 次の朝、予定のテン場が見つけられなかった原

因を探りに来た道を下ってみた。現場を見て納得。

5年前に切り開いたテン場はもはや影も形もなく

草木に覆われていた。完全に自然に還っている。

これじゃ見つけられないわけだ。 

5年前のテン場（道の右側）。自然に還ってしまう 

【6】高三郎登山 ＆ 登山道整備 

 2日目は、高三郎登山と道整備を実施。天候は

高曇りでまずまずだ。黒崎氏リーダーのもと現役

5名は、予定通り 7:00頃、高三郎に向かって元気

よく出発した。 

高三郎に向かう黒崎氏と現役生たち 

 彼らを見送った草刈り隊（坂尻、松下）は、2

台の草刈り機を使って栃倉分岐からクラコシ尾

根へと草刈り作業に専念。深いブッシュ（笹と灌

木）と格闘しながら 500ｍほど道を開いた。5年

もたつと、あっという間に元のブッシュだ。 

（左）笹ブッシュに突っ込む現役生 

（右）そこを刈る坂尻氏 23



10:30ころ黒崎氏から無線が入り、全員無事、

高三郎に登頂したと連絡があった。このブッシュ

じゃ現役生達もきっと苦労したことだろう。案じ

ていただけにひとまずホッとした。その後我々も

草刈りを再開。やがてガス欠となり昼食とした。 

13:00頃に登山隊と合流。激しいブッシュ漕ぎ

と気の抜けない道に、みんな疲れた様子。ご苦労

さん。それでも現役生達は充実した様子。普段の

部活動とは一味違うこの山行に、スキルアップし

た、自信がついた、などの感想をもらしていた。

この倉谷というワンダーランドに、少しでも興味

（遊び心）を持ってくれると嬉しいね。 

（左）ナイフリッジを歩く現役生 

（右）高三郎登頂に歓喜する現役生 

【7】感想と今後について 

 今回は、現役生達がとにかく明るかった。おし

ゃべり大好きで、歩いていても賑やかだ。テント

の中でも小屋の中でも、わいわい、がやがや、と

っても仲良し。我々OBも多いに楽しませてもらっ

た。話題も豊富で、2日目の夜は、小屋で遅くま

で語り合った。私は調子にのって、いつの間にか、

ベルクハイムの生い立ちや先輩達の思い入れな

どを（くどくどと）語っていた。 

「ベルクハイムは人里離れた秘密基地のよう

なもの。かつての先輩達は、ここで魚釣りやキノ

コ採りなどを思い思いに楽しんだ。中には卒論研

究のフィールドベースとして、この小屋を活用し

ていた人もいたのだよ」などなど。 

ここで私は、はっと気がついた。こりゃまずい

ぞ、年寄りの昔話で彼等を退屈させちまった、と。

しばしの後悔。ところが彼らの反応は逆だった。

この小屋を自分たちのものとして活用してみた

いと言う。そのためには、何をやるべきか。彼ら

は次のように語ってくれた。 

（１）まずは小屋までの危険な道を整備すること。

スキルのない部員でも安全に小屋へ来られ

るようにしたい。 

（２）次に小屋の雨漏り修繕や水の確保など。 

快適な居住空間を整備し、釣りなどを楽し

めるようにしたい。 

同志を募りこれらをぜひやってみたい。ただ、僕

らにはこうしたノウハウが無いので、OBの支援を

ぜひ仰ぎたい、とのことだった。 

 これらの案件は、来年 2月頃に催される OBと

現役生との懇親会で相談される予定。現役の、次

世代パワーに期待したい。 

陽気でパワフルな現役生達（金山谷） 

【追記：現役の皆さんへの情報提供】 

最終日の帰りに、高巻ルートを使いましたね。

それは下記地図では（BH→Ⓐ→ヤセ尾根→Ⓓ）の

ルートです。また、皆さんと一緒に鉄塔まで偵察

に行った際、そこで私がアドバイスした道は下記

Ⓒのことです。ご参考まで。 

高巻ルートの水平化案（栂氏作成、やまざと 2018

より引用） 
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現役より 

 66期 大倉幸章 

 

みなさん、こんにちは。金沢大学ワンダーフォ

ーゲル部 66 期部長の大倉幸章です。この度、黒

崎会長よりやまざとへの寄稿の機会をいただき

ましたので、今期の活動概要と今後の展望につい

て簡単に紹介したいと思います。拙い文章ではあ

りますが、現役時代に思いを馳せつつ今日の部活

動を知っていただければ幸いです。 

現在のワンゲルでは 11 月に運営代の引継ぎが

行われており、3 年生が中心となって部長・副部

長・会計・SNS の固定役職に加え、適宜山行の責

任者を定めております。この中で現代ならではの 

（白山スキー合宿） 

役職として SNS がありますが、これは主として

Instagram や LINE や X(Twitter)などのメディア

で部の発信を行うものになります。春に新入生を

呼び込む際は、従来のビラ配りとポスター掲示に

加え、SNS を通じて説明会や各種体験会の広報を

行っており、多くの人が SNSの投稿をもとにして

各種イベントに参加します。 

今期の運営代が初めに行った行事は、2 月の白

山スキー合宿です。コロナウイルスの影響で大学

側より宿泊を伴う活動が禁止されてしまってい

たので、3 年以上の空白を経たのちの合宿となり

ました。長きにわたる禁止により合宿のノウハウ

が失われてしまっていたため、必要なものや計画

をイチから運営代で話し合い、何とか実現させる

ことができました。1泊 2日ながらも昼はスノー

スポーツを楽しみ、夜は貸し切った山麓のロッジ

で料理やゲームに勤しみ、温泉に入って帰路に就

くという、大変充実した合宿となりました。 

雪が融けて浅野川沿いの桜が見ごろを迎える

春、新入部員の勧誘が始まります。今年はビラ配

布とSNSを通じた広報で部員を募りました。今日、

部のSNSでは説明会や各種体験会の広報を積極的

に行っており、多くの人が SNSの投稿をもとにし

て各種イベントに参加してきました。 

また 66 期からの新たな取り組みとして、留学

生の受け入れも開始しました。説明会や資料作成

を英語で行うのは少々手間のかかる作業ですが、

部が異文化交流の空間となり、留学生が日本の美

しい自然を体験できることから意義深いものに

なったと考えています。案外山登りに興味のある

留学生は多いようで、台湾・中国・韓国といった

近隣国の学生のみならず、ドイツ・オランダ・ブ

ラジルなど遠方の国からやってきた留学生も入

部する結果となりました。 

新入生が入った部がまず行うのが新歓BBQであ

り、医王山のバーベキュー場で肉を焼きながら交

流を深めます。本格的な登山の前に医王山を散策

し、自己紹介を交えて部全体の一体感を醸成する

ものです。山の軽いイメージを掴みつつ、部会で

山に関する知識を学んだところで実施されるの

が新歓登山です。例年行き先は医王山であり、毎

年何人かが滝に入ります。また、この新歓登山で

は次の運営代を担う2年生が初めて班長となって

計画を立てます。バスを逃してしまうなどのトラ

ブルがあったものの、今年も新緑の中を無事故で

きました。

 
（医王山新歓山行） 
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医王山を経てある程度山に慣れた 7月には、白

山に行ってまいりました。今年は「白山に登りた

くて金沢大学に来た」という気合の入った部員も

おり、全ての班が少なくとも室堂まで登ることが

できました。室堂や山頂付近は曇ってしまってお

り景色を楽しむことは叶いませんでしたが、多く

の部員が満足気に山を下りてきました。 

途中でアニメキャラクターのコスプレをした

他の登山者と交流したり、高山植物の写真を撮っ

たりするなど、各々が思い思いに山を楽しんだよ

うです。そんな素晴らしいものとなった白山登山

ですが、多数の部員が車を持っていない現状にお

いて、チャーターしたバス以外で白山に行くのは

難しく、OBOG会の支援があってこそ行うことがで

きました。この場をお借りしてOBOG会の皆様に、

深く感謝申し上げます。 

 

 

 
             （白山山頂） 

夏休中には、富山県は立山連峰への登山も行い

ました。一人暮らしの部員が多く夏季休暇中は実

家に帰省していることもあって参加者は多くあ

りませんでしたが、暑い麓から離れて青い風と雄

大な自然を全身に受けることができました。この

登山は 1泊 2日での開催となった為、短期間なが

らも登山合宿が数年ぶりに息を吹き返したこと

となり、個人的に嬉しく思っています。 

また今期のワンゲルを語る上で外せない活動

として、ベルクハイムの整備があります。今期は

5月と 10月に OBOG会の方と共に小屋を維持する

作業を行ってまいりました。私は 5月に始めてベ

ルクハイムを訪れましたが、あれほどの山中に水

洗トイレを備え、内部で立ち上がることができる

ほどの建物があることに驚嘆いたしました。小屋

作業では周辺の草刈りと部屋内・トイレの清掃を

行い、中で食事を摂るなどしました。10月の作業
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は高三郎山の登山を含めた2泊3日のものとなり、

厳しい道中ではあったものの、またとない経験を

積むことができました。 

 

これらの経験を踏まえ、現在現役の間では素晴

らしい小屋をどう活用するかといった議論が活

発に行われています。私としてはあの場で焚火を

したいと考えていますし、次期運営代からは魚釣

りや新歓登山合宿をベルクハイムで行いたいと

いう声が上がっております。また、将来的には発

電機構を整備し、内部での照明を確保したいとい

う野心的な意見もありました。 

しかしながら、整備に参加した現役の間では

「今のままではとても新入生を連れてくること

はできない」という共通認識があります。設備的

な面では、水洗トイレや手洗い場を機能させるた

めのパイプに異常があり、水が出ない状態にあり

ます。女子部員も多く在籍し、今後の料理等での

活用を踏まえると、導水にかかる再整備は是非行

っていきたいところです。 

また、より深刻な問題としてベルクハイムまで

の道が険しすぎるという問題があります。今期山

小屋整備に参加した現役はいずれも山によく慣

れたメンバーであり、お互い助け合って何とか通

過することができました。しかし人によっては足

が竦んで動けなくなってしまうような危険個所

が、吊り橋前後を中心にいくつもあります。 

ベルクハイムの未来を考えたとき、「普通の山

道」の整備は、絶対必要であると考えています。

水道管を運搬し、スコップで道を拓いていくなど

の力作業は現役が担うことができますが、導水そ

のものの設計やダムまでの移動など、どうしても

現役だけでは難しい部分があります。 

素晴らしい山小屋をゼロから創り上げ、そして

発展させてきた OBOG会の皆さんのご力添えを、

是非お願いしたく思います。再びベルクハイムを

ワンゲル団結の象徴と憩いの場にしたいです。ど

うぞご検討のほどよろしくお願いいたします。

 
（春の小屋作業） 

私事にはなりますが、この文章を書いている私

の部長としての任期は残すところあと少しとな

り、運営代を降りることに若干の寂寥感を覚えて

おります。日々の登山に加え総会や山小屋整備な

どを通じて様々な方と交流する機会を頂戴しま

したが、60年の歳月を経ようとも、山とこの部の

素晴らしさは変わらないことを認識することが

できました。次の運営代である 67 期にも、この

部を思い、発展させんとする意志を感じます。次

の代も、その次の代も、山と金沢大学ワンダーフ

ォーゲル部の魅力と伝統を継いでいってくれる

と考えています。 

最後に、OBOG会の皆様に感謝の意を表明し、私

たちの活動に対するサポートをいつも頂いてい

ることに心より感謝申し上げます。今後も山小屋

の再整備や登山の補助等を通じ、現役を支援して

くだされば光栄です。皆様のご支援と協力に心よ

り感謝いたします。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

金沢大学ワンダーフォーゲル部 66期部長 

                 大倉幸章 
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WVOB会（１期～４期）報告： 

2023「白山市大会」と、これまでの歩み 

 

4期佐藤秀紀（3期西尾晧史） 

 

はじめに 

この報告文は 2部からなっており、１部ではこ

の会の今年 2023年の例会報告（佐藤秀紀(4期)

記）、2部ではこの会のこれまでの歩みについての

報告（西尾晧史（３期）記より）、となっており、

佐藤がまとめて投稿したものである。 

この会は今から 65年前（昭和 33年（1958年）

1期～3期 OBで始まり、その後 4期が加わった。

また、特別ゲストとして 7期の村田さんが加わっ

ている（詳細は第 2部「これまでの歩み」参照）。 

 

第１部 2023「白山市大会」報告 

 今年の年の初め、これまでこの OB会の事務局

兼総監督をやっておられた西尾さん(3期、小松市

在住)より、コロナ禍もあり活動を休んでいた OB

会の今年の例会を、ご本人の体調不良もあり、私

に実施してほしい旨のメールが届いた。この年齢

(3～4期で 82～84歳）では、これまでのような旅

行形式ではなく、一晩ゆっくり顔を合わせて懇親

を深めることを目的とした形式で進めることで

了解を得て、1泊 2日の企画を進めた。以下、経

過を報告する。 

＜プロローグ＞ 

6月末に、9月末日に開催の全体 OB会「65周年

大会」の翌日に「白山市大会」開催を連絡し、７

月末で12名（全会員19名）の参加返事を受けた。

その後、諸般の事情で 3名が参加できなくなり結

局 9名での参加となった。北、北野、佐々木、朝

井、佐藤、清水、高田、高野、橋本であり、3期

3人、4期 6人である。 

（日程） 

１日目： 

13:30 金沢駅改札口集合→３台の自家用車に分

乗して白山比咩神社へ。 

14:20 表参道から白山比咩神社参拝. 

15:30 白山比咩神社出発 

16:00 「白山里」（白山市瀬波 51-5）着（宿泊） 

２日目： 

9:30 宿出発（車３台） 

10:00 獅子吼高原ゴンドラ乗り場→ゴンドラに

て獅子吼高原へ。散策。 

11:30 ゴンドラ駅出発 

12:30 金沢駅着：解散 

＜１日目：10月１日（日）＞ 

13:30に金沢駅改札口に集合（北氏は現地で合

流）。地元会員 3名の車に分乗し、鶴来の白山比

咩神社に向かう。神社の表参道から参拝の予定で

下の駐車場に向かったが、当日は「一日参り」が

あり、多くの車で駐車場が混雑。そのような風習

があることに気づかぬ不信仰者であるので、改め

て当神社の存在と信仰者の多さに驚かされた。な

んとか表参道からの参拝で荘厳な杉の巨木の石

段参道を上がり、多くの参拝者に交わって参拝し、

記念写真を撮った。 

社殿右側には「白山遥拝所」があり、白山に登

られない人も、その霊験を授かるとされた。白山

比咩神社は現在は白山をご神体とする白山信仰

の総本宮として全国の白山神社 3千余を束ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その後、宿泊施設の「白山里」へ向かう。ここ

は鶴来から白峰へ向かう国道157号線を吉野谷に

入ってすぐにある、瀬波川沿いの静かな山間の一

軒温泉宿泊施設である。 

 前回の 2019年「東京大会」以来、コロナもあ

って 4年ぶりの例会である。懇親会の前に長く会

員であった物故者へ黙祷を捧げた。近年では、岩

井、登内、鈴木、田村の 3期諸氏。次いで、各自

近況を交えて一人ずつ話してもらった。いまだに
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現役で仕事をしている者、体は衰えてきているが

趣味を楽しんでいる者、足腰が弱ってきて日常が

厳しい者などなど。四方山の話で盛り上がった。 

食後席を幹事部屋に移して、今後のこの会の運

営について話し合った。皆さん一様に、会・行事

の存続を望み、案内があればできる限り参加した

い。ただし、幹事役の苦労も考慮して一泊で泊ま

ることを主体にした会合にしてはどうか、などの

意見が多数を占めた。さしあたり来年も開催する

ことになった。元気であれば、佐藤がお世話をし

てもよい、と申し出た。 

＜2日目：10月 2日（月）＞ 

早朝散歩に出た。この近くには鉢伏山、笈山、

恐山（オンソリヤマ）などの低山登山口があり、

近辺随一のカタクリ群落もあって、春のシーズン

には人気がある。 

 朝風呂に入りゆっくり朝食をとって 9:30頃に

車 3台で宿を出る。 

10時頃に獅子吼高原ゴンドラ下駐車場に着き、

ゴンドラに乗る。ここで思いがけなく、7期のメ

ンバー村田泰恵さんがおられ、合流された。ゴン

ドラで標高差 450ｍほどを一気に上がると、獅子

吼高原が広がり、展望所からは眼下に手取川を含

む扇状地が日本海まで広がっているのが見渡せ

て素晴らしい景観である。今年 2023年 5月に、

これらを含む白山市一帯が「白山手取川ジオパー

ク」として、日本で 10番目の世界ジオパークに

ユネスコで認定された。ジオパークとは大地の遺

産の保護と活用を目的とした自然公園である。 

ここ獅子吼高原はまたハンググライダーやパ

ラグライダーなどのスカイスポーツの拠点とし

ても環境条件が良く有名である。 

 しばらく自由散策をしたのち、再びゴンドラで

降りた。当初は金沢駅で解散としていたが、駅は

混雑しており駐車のこともあるので、最近金沢で

人気の「石川県立図書館」（旧工学部跡）まで行

くことにし、村田さんとはここでお別れした。山

側環状道路から小立野台地に上がる新設道路を

通って図書館前に入り、同所に最近移転した市立

美術工芸大学も含めてユニークな外観を眺め、来

年の元気な再会を約して一応解散とした。金沢駅

へ行く者は再度車で駅へ向かった。 

＜エピローグ＞ 

 今回はこれまでほとんどすべての大会に参加

され総監督をされてきた西尾さんが体調不良の

為おられないのは大変淋しかった。また、ここ数

年で3期の親しく長く参加されておられた、登内、

鈴木、田村の諸先輩が鬼籍に入られたことは何と

も寂しい限りである。しかし、今回久しぶりに集

まった諸氏が、この会の存続と参加を切望された

ことは大変喜ばしい限りである。今回都合で参加

できなかった諸氏も含めて、来年の例会も是非実

現して元気な顔を合わせたいものである。会員諸

氏のご健勝ご多幸を切に祈る。 

 

第２部 WVOB会（1期～4期）のこれまでの歩み 

（以下は 2023「白山市大会」参加者に向けて、欠

席された、これまでの総監督：西尾晧史氏（3期）

が寄せられたメッセージと記録である） 

 

今から遡ること 65年前、昭和 33年（1958年）

5月 24日（たしか土曜日だったと思うが）午後 1

時 30 分～、金沢城の跡にあった金沢大学教養部

の「尾山食堂」２階で、第一回会合が開催されま

した。 

発起人は、田村昭夫、鈴木兵一、会津若松出身

の二人の雄士で、これが金沢大学ワンダ－フォ－

ゲルクラブのスタ－トであった。 

4 年間の現役時代のワンダ－フォ－ゲル活動は

実に多彩で華やかで、辛いこともあったが、いろ

いろと素晴らしい思い出を作ってくれました。 

例えば、食当（食事当番）で雨の中での飯盒炊

飯、暑い真夏の太陽を浴びながらの急な登り、或

いは、雨の中ガスで一寸先も見えない中の強行軍、

いろいろ辛かったはずの体験が、今思い出すと大

変懐かしい。 

クラブ活動の現役の4年間はアッと言う間に過

ぎ去り、卒業後、“渡り鳥“達はそれぞれの社会

分野で活躍し躍動を続けてきておりお互いの交

流も途絶えがちになっていました。そして 40 年

程の歳月が過ぎ、そろそろ定年を迎え始めた 1998

年に、金沢大学ワンダ－フォ－ゲルクラブ OB 会

の「創部 40 周年記念大会」が医王山で開催され

ました。 

その時、第 3期から、田村、鈴木、北、西尾の

4 名が参加しましたが、「40 周年記念大会」終了

解散後、4 人で一泊和倉温泉に行こうということ

になりましたが、出発の時に、田村さんの姿は消
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えてしまって見つからない。やむを得ず田村さん

を残して、我 3々 人で和倉温泉へ出かけ、夕食を

摂り乍らいろいろと話し合いした中で、「同期の

ＷＶＯＢ会を作ろうよ。」ということで衆議一決 

し、それならば女性軍の協力も是非必要だという

ことで、早速、金沢在住の北野倫子さん、安藤道

子さんに電話して快諾を取り付けました。 

そして翌年、1999 年 5 月に第一回大会「医王

山・白峰大会」を開催することになり、以来今日

までの 24年間にわたり、32回もの多くの大会を

開催することができました。 

これだけ多くの大会を継続して開催すること

ができたのは、メンバ－全員の力であったのは当

然ながら、特に、それぞれの大会を企画・立案し、

実施にこぎつけた、佐藤さん、森島さん、清水さ

ん、高田さん、北さんらの努力が実を結んだお蔭

であったと思います。 

今回の「白山市大会」には、私自身体調不良の

ため参加できないのは断腸の思いですが、参加さ

れる各メンバ－が楽しく愉快に盛大な交流にな

ることを心から祈念しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 平成（年） 西暦（年） 月 日 行　　　　　　　先 担当

第１回 平成11年 1999 5 8～9 　医王山・白峰 西尾

第2回 平成12年 2000 9 9～11 　立山・能登 西尾

第３回 平成13年 2001 8 25～26 　山の坊 西尾・登内

第４回 平成14年 2002 5 18～20 　会津若松 鈴木・田村

第５回 平成15年 2003 5 22～24 　平湯・新穂高 西尾

第６回 〃 2003 9 14～15 　内灘 西尾

第７回 平成16年 2004 5 14～16 　越前海岸・永平寺 西尾・佐々木・朝井

第８回 平成17年 2005 5 13～15 　琵琶湖一周 西尾

第９回 平成18年 2006 5 19～21 　伊那路 登内

第１０回 平成19年 2007 5 18～20 　名古屋・犬山 森島

第１１回 平成20年 2008 5 16～18 　姫路・赤穂 下出

第１２回 〃 2008 9 15～16 　湯涌温泉 佐藤

第１３回 平成21年 2009 8 27～29 　立山・黒部アルペンル－ト 登内・西尾

第１４回 〃 2009 11 13～19 　タイ・バンコック 北

第１５回 平成22年 2010 5 13～15 　浜松 清水

第１６回 〃 2010 10 13～15 　山口・萩・津和野 岩井

第１７回 平成23年 2011 5 16～18 　房総半島 鈴木

第１８回 〃 2011 10 17～20 　北九州 高田・石橋・大崎

第１９回 平成24年 2012 5 29～31 　新潟上越・佐渡ヶ島 森島

第２０回 〃 2012 9 ４～５ 　八方尾根・栂池高原 橋本・佐藤

第２１回 平成25年 2013 9 23～24 　白山麓・福井 佐藤・村田

第２２回 平成26年 2014 5 28～30 　湯の山温泉・伊勢神宮 森島

第２３回 〃 2014 10・11 30～1 　鎌倉・城ケ島 清水

第２４回 平成27年 2015 5 27～29 　倉敷・金毘羅 岩井

第２５回 〃 2015 10 5～7 　角館・秋田駒・乳頭温泉 佐藤

第２６回 平成28年 2016 5～6 30～1 　富士山麓周遊 清水

第２７回 〃 2016 10 11～13 　能登 佐藤

第２８回 平成29年 2017 6～7 29～1 　広島・宮島 北野

第２９回 平成30年 2018 5 24～26 　木曽路 森島

第３０回 平成30年 2018 9 16～17 　南加賀周遊 西尾

第３１回 平成31年 2019 5 19～21 　東京 清水

　黒部峡谷・氷見 西尾

第32回 令和5年 2023 10 1～2 　白山市大会 佐藤

金沢大学ＷＶＯＢ大会（1期～4期）のあゆみ

延期・保留
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「チバニアン」、ハイキング + 飲み会 

              9期 吉田洋次郎 

 

令和 5年 4月 10日、日本列島は高気圧に覆わ

れて雲ひとつない晴天、最高気温は初夏かと思え

るほどの暑さでした。 

そんな日に千葉組の伊藤俊成、鍋島武と吉田洋

次郎（いずれも敬称略）が「チバニアン」へのハ

イキングに出かけた。朝 JR内房線五井駅に集合

して小湊鉄道に乗り替えた。 

その時、鍋島が「今日は自宅にスマホを忘れて

きた」とぼやいた。実はそのスマホの地図情報に

ハイキングのルートを入力してあったのだ。これ

が後程大変なことに繋がったのである。 

小湊鉄道は SUICAや PASUMOが使えないので現

金で切符（1日フリー乗車券：2,000円）を買っ

た。 

約 1時間で目的地の月崎駅に到着した。 

 

 【月崎駅にて、鍋島、伊藤】 

さて小湊鉄道の途中駅にはなかなか読むのが

難しい駅名があった。では問題です。次の駅名は

何と読みますか？ 

海士有木 

飯給 

答えは末尾に。 

 「チバニアン」への道は道標が整備されていて

道に迷うこともなく、田園・里山の小道を順調に

歩くことができた。カエルや鶯の鳴き声があちこ

ちから聞こえてきた。 

 約 1時間で「チバニアンビジターセンター」に

到着した。センターで地磁気逆転などを紹介する

ビデオを見て知識を頭に入れて現地に向かった。 

 急な坂道などを下って数百メートル歩き、養老

川に下りた。 

 

【養老渓谷の絶景】 

 そこは令和 2年（2020年）に国際地質化学連合

で承認された国際協会模式地（GSSP）「チバニア

ン」である。 

 

【チバニアンはこのふたりの年齢の一万倍】 

 

【地磁気の方向を調べるためのコア採取跡】 

 

【白い地層（御嶽山の火山灰：77万 4千年前）の下

層がカラブリアン、上層がチバニアン】 

次の目的地上総大久保駅を経て「石神菜の花
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畑」を見るために出発した。ところがいつまで歩

いても大久保駅が見えない。途中畑仕事をしてい

た方に尋ねると道を教えてくれた。「この道を行

って三叉路を右に曲がって橋を渡れば大久保駅」

とのことであったが、橋を渡って数百メートル歩

いても到着しない。 

先の方で遮断機の警報音が聞こえ、電車が通過

していったが大久保駅は何処にもない。仕方ない

ので踏切付近で地図を広げて、ああでもないこう

でもないと話すこと 20分ほどでやっと伊藤俊成

のスマホと地図で現在地が分かった（鍋島がスマ

ホを忘れてきたのがここで影響した）。 

 来た道を戻って橋の手前で右折し、やっとのこ

とで上総大久保駅についた。 

 駅のベンチで持参した昼食をとって一休みし

ているとダイヤに載っていないのに電車が到着

した。女性車掌に乗せてくれるかと聞いたがあっ

さりと拒否された。団体専用の臨時列車のようだ。 

 駅前広場のハイキングコースの案内板をスマ

ホに撮って養老渓谷駅に向かってまた歩くこと

にした。 

 

             【Bコース：約6km弱】 

 いくつかのトンネルを経てゆっくりゆっくり

と歩いた。千葉県には高い山がないはずなのに結

構登りがきつかった。やっとのことで養老渓谷駅

に到着した。 

 本来の計画では弘文洞跡など養老渓谷を巡

る散策の予定であったが、喜寿を過ぎた 3人は疲

れ果ててしまった。 

 

 

 

 

 

 

       【養老渓谷駅付近の小湊鉄道の鉄橋】 

数分後に五井方面の列車があることが分かっ

て“早くビールが飲みたい”との考えが一致し、

列車に乗った。五井駅で JRに乗り替え、千葉駅

で京成電車に乗り替えて3人の最寄りの京成津田

沼駅で降りた。 

幸いにも駅前の庄屋が16時から営業しており、

中に入った。全員が生ビールを注文すると唐揚げ

が 2個サービスでついてくる（最初の 1杯だけ）

とのチラシを見て注文し、ビールで乾杯した。 

その後は追加のビールをもう1杯ずつ飲んで各

自好きな酒（日本酒や焼酎）に移った。 

まだ明るいうちに切り上げ、家路についた。 

 

さて問題の答えは 

    あまありき 

    いたぶ 

です。 

  読めましたか？ 

 

 積み残した養老渓谷のハイキングは、次回（秋

ころ）に挑戦することになった。 

以上 
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2023年いちご会(11期会)報告 

 

11期 井上史三 

 創部 65周年、そしてコロナ感染症の 5類移行

という歴史的？節目の年のいちご会は、OB総会

の日程に合わせて福井一乗谷は戦国時代からの

朝倉氏遺跡探訪を楽しみました。 

 

実施日：9月 29日～30日 

当日集合場所の福井駅改札口に集まったの

は、泊地（休暇村越前三国）直行の片田氏と訳

あって宿直行に変更した青柳氏を除く今回の参

加者１１名。3台のタクシーに分乗して、一路一

乗谷へ。 道のりは参加者の興味と能力に合わ

せて健脚組（約 4km）とセミ健脚組(約 2km)に分

かれて、一乗谷城下町を探訪漫歩。 

健脚組：加藤夫妻、上村氏、窪田氏、杉森夫

妻、井上史の 7名は、一乗川谷あいの防御のた

めの土塁を持つ上城戸から復元城下町、唐門と

庭園を擁する朝倉間跡、土塁と巨大な石垣造り

の桝形下城戸を経て、足羽山笏谷石を使った石

仏群の西山光照寺お跡そして一乗谷駅へのコー

ス。 

              復元町並の中で 

下城戸巨岩桝形の前で 

セミ健脚組：北川氏、高田氏、向幸子さん、

井上和の 4名は、復元城下町をのぞき見し、唐

門前で鯉に餌をやり、バスで一乗谷駅そばの新

博物館へ。  

               復元町家を覗く 

 

          唐門前で鯉に餌やり 

 

道すがら、一同は、信長勢に焼き討ちされ、

400年間も地中に眠っていたことを偲びつつ、往

時に思いを馳せたひと時でした。 

  

 宿泊地の休暇村越前三国では青柳、片田の両

氏がにこやかに待ち構えておりました。（笑） 

やっと全員集合！ 休暇村にて 

 

夜には、コロナ禍明け、久しぶりの大宴会に

て旧交を温めあった次第です。 
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翌日 30日は次回を期してバイキング朝食後解

散。あとは各自自由行動で帰途につく者、勝山

恐竜博物館、三国市街散策＆滝谷寺探訪へと向

かう者とに分かれました。 

 

 ここで今回の旅は終わったわけですが、実は

今回のこの企画は、向幸子さんのご夫君 沖継

さんの企画によるものでしたが、沖継さんは約

一か月前地元の会合時怪我をされ大事には至ら

なかったものの出席は諦めざるをえませんでし

た。 

 ここにあらためて企画の御礼感謝を申し上げ

ます。 

 

 夕刻に金沢 KKRホテルで OB総会懇親会に出

席。 

なつかしい顔！顔！顔！ 

 

 

 

■参考までに。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 

 

越前朝倉氏年表 

 

1337（延元 2）朝倉広景が但馬から越前に入国 

1467（応仁元）応仁の乱勃発。初代孝景、西軍  

       で奮闘 

1471（文明 3）孝景東軍に寝返る。越前平定を目

指す  

1567（永禄 10）5代義景、足利義昭をかくまう 

1568（永禄 11）織田信長が足利義昭と上洛 

1570（元亀元）信長越前侵攻 

1573（天正元）信長の侵攻と景鏡の裏切りによ

り、越前大野にて義景自刃。 

       朝倉氏滅亡。 

■一乗谷 MAP 

         加藤氏作成ルート図 

 

 

 

※資料等提供いただいた加藤忠好氏に感謝申し上

げます。 
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出会って 50年 そして今年は 

15期 奥名 正啓 

１．出会って 50年 

 1970年昭和45年それは私たちワンゲル15期が

出会った年である。そして迎えた 2020年令和 2

年それは私たちが出会って 50年の月日が積み重

なった年である。連綿と続いた 15期会は新型コ

ロナまん延という思いもよらぬ事態の発生によ

り中断を余儀なくされた。そんな会うことのでき

ない中、これまでの歴史を振り返って記録に残し

ておくのも悪くないという思いで「出会って 50

年 記念誌」は作られた。 

 そして今年、印刷物としての会報が最終回とな

るにあたり、この記念誌の存在を知らしめ、更に

後輩へのひとつのメッセージとして記すよう天

からの声が降りてきた。これには逆らえない。 

　よって、70ページを越える大作の一部をこの最

後にご紹介します。同期の仲間は今年金井が他界

し、すでに6人が鬼籍に入った、この記念誌を開

くたびに懐かしさと時に涙を禁じ得ない。 

1991年 40歳の頃の 15期会 

子供たちの数の多さに今更ながら驚く 

２．そして今年は 

（１）3月18日～19日 カキパーティ 

参加者13名が材木町迎賓館に集結。

能登直送カキを大量に消費。 

  翌日は金石方面へ 

　まずは大野町にある「からくり館」 

　ここは幕末の発明家・科学技術者「大野弁

吉」の業績を紹介しているところで大人も子供

も楽しめるところである。 

　茶坊主の人形が登場しいきなりのクイズにタ

ジタジとなる。 

宝生寿し（昼食） 

　今では超有名な金沢の寿司店となり、お値段

もそれなりに立派になった。一方で金石にあっ

た福寿司さんはいつの間にかなくなっていた。

金沢港クルーズターミナル 

　金沢港は1970年昭和45年つまり私たち15期

が出会った年に開港した。38豪雪で陸路が完全
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に遮断され物流がストップしてしまった事を踏ま

え海路の重要性が浮上してできたものだ。近年は

大型クルーズ船の寄港が増え、玄関口としてこの

タ ーミナルが奇しくも 2020年令和 2年すなわち

我々が出会って 50年に開館となった。 

クルーズターミナルより高三郎 

（２）9月30日～10月1日 65周年総会

 　創部65周年総会および懇親会に15期は9名が

出席した。 

  懇親会の後、例の如く材木町迎賓館へ向か

う。今回は17期の連中も来てくれたことで賑や

かさも増し、話題も大きく広がった。 

  翌日は我々の主将(部長)であった間所の墓に

参り花を手向けた。越前町福井村田製作所宮崎

工場　近くの小さな山の中、林に囲まれてそれ

はあった。 

（３）10月 2 1日～22日 15期会 in淡路島 

　今回の15期会は淡路島にて開催された。幹事

は宇野。全員がいつのまにか70歳を越え、その

中でも仕事に生きがいを持ち、働き続けている

男である。そんな仕事の合間に早くから入念に

計画をたて下見も怠りなく、全く頭が下がる思

いである。 

参加者15名 

行程 

10月 21日(土) 

10：30 神戸駅（海側）集合（車に分乗） 

11：05  あわじ花桟敷 

12：00 「鼓や」（淡路島定食） 

13：00 伊弉諾神社 

13：40 おのころ島神社 ボランティアガイド 

14：45 淡路人形座 

バックステージツアーと戎舞 

16：00 休暇村南淡路 

20：00 （スターウォッチング） 

10月 22日(日) 

07：00 散策（ウォーキング）

08：00 朝食 

09：30 うずしおドームなないろ館 

10：10 日本丸（うずしおクルーズ） 

うずしおクルーズ「日本丸」と「咸臨丸」 

船が怖いのか渦潮が怖いのか最後まで抵抗して

乗船しなかった君、その気持ち分かります。 

11：30 道の駅うずしお inうずまきテラス 

（淡路島バーガー） 

13：15 本福寺 水御堂  

14：05 淡路 IC 

  15：00  神戸駅着（解散） 

　淡路島の旅を満足しつつ会えたことに悦びを

感じた２日間、また来年も元気で会おうと誓い

それぞれの生活の場へ戻っていった。 

以下「出会って 50年記念誌」より抜粋 
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2020年、それは私たちにとっては出会って50年目となる記念となる年である。1970年

（昭和45年）区切りの良い年であり、この年金沢大学ワンダーフォーゲル部第15期入

部は当初30名、この年は大阪で万国博覧会が開催された年でもあるが、日航機よど号

ハイジャック事件や大学のロックアウトを強く記憶している。そんな中で日本各地か

ら集まって出会った。最後まで残ったのは19名であったが、すでに5人が鬼籍に入って

しまった。 

1970 年当時の城内キャンパス 2020 年現在のキャンパス跡 

 本来この 2020 年に企画するはずだった 50 周年は、予想だにしなかった新型コロナ

ウイルスまん延による感染防止策として緊急事態が宣言され、ほとんどすべての予定

が中止となったため、 続く 2021 年も見送られ、やっと 2022 年 15 期会を再開す

ると共に記念誌を発行するに至った。考えてみれば 50 年は人生にとってとてつもな

く長い期間である。こんなに長い間付き合ってくれて「ありがとう」とみんな思って

いることでしょう。この企画が、学生時代のことをはじめその後のこと、ほとんど見

ることもなかったアルバムを開いてその時の事をあれこれ思い出させてくれた。 ここ

にまとめたものは、以下の通り。 

●学生時代 特に夏合宿を中心として

●「朋友倶楽」卒業時

●山小屋 Bergheim と高三郎

●50 年を経て今思うこと

●15 期会の思い出

●牡蠣パーティ

  皆さんも色々と思い出して楽しい時を過ごせたのではないでしょうか。原稿督促に

苦しんだことも後になればひとつの思い出となって残るでしょう。 
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ワンゲル１５期会の記録

開催年 月日 開催地 幹事 内容等 参加人数

1 1985(昭60)年 １０月中旬 蒲郡市 佐野哲雄 三谷温泉、明治村 １６名

2 1986(昭61)年 １１月８～９日 京都市 金井澄 京都松ヶ崎に泊まり、京都市内散策 １６名

3 1987(昭62)年 １１月２２～２３日 尾口村・白峰村 上馬康生 ブナオ山観察舎、手取川ダム、白山麓民俗資料館 ３０名

4 1988(昭63)年 ８月１３～１４日 南竜ヶ馬場 創立３０周年白山登山、総会

5 〃 １１月１２～１３日 奈良市 松縄宏 奈良公園、東大寺 ２３名

6 1989(平元)年 １１月１１～１２日 福井県宮崎村 間所新一 越前陶芸村、陶芸体験 ４３名

7 1990(平2)年 １１月１０～１１日 静岡市 増田富雄 久能山東照宮、日本平、登呂遺跡 ３９名

8 1991(平3)年 １１月２３～２４日 金沢市 舟田節子 大学部室、犀川ダム、奥卯辰山　高村墓参 ５３名

9 1992(平4)年 １１月２２～２３日 神戸市舞子 鈴木高村宇野金井 舞子ビラ泊、須磨海浜水族館などを見学 約60名

10 1993(平5)年 ８月２１日 金沢市 － 創立３５周年総会　20～21日 記念山行(白山・南竜)中止 ７名

11 1994(平6)年 ５月１４～１５日 滋賀県朽木 横井昭次 朝日の村キャンプ場にてファイアストーム ２８名

12 1995(平7)年 １１月１１～１２日 石川県穴水町 坂尻忠秀 別所岳、リンゴ狩り １５名

13 1996(平8)年 １１月３～４日 清里・小諸 佐野哲雄 清泉寮、小諸懐古園、比田井墓参 ２０名

14 1997(平9)年 ８月２～３日 滋賀県伊吹山 宇野潔 キャンプ、伊吹山登山 ２０名

15 1998(平10)年 ９月１２～１３日 金沢・医王の里 － 創立４０周年総会・記念行事に参加

16 1999(平11)年 ９月１１～１２日 三重県桑名郡 祖父江直久 木曽岬温泉庄助牡丹鍋、なばなの里、横井追悼 １４名

17 2000(平12)年 ８月５～６日 南竜ヶ馬場 松林知一 ミレニアム白山登山（山荘・ケビン・テント泊） ３０名

18 2001(平13)年 １１月２４～２５日 京都市 鈴木・高村 竜王温泉、サントリー山崎蒸留所 １６名

19 2002(平14)年 １０月２７～２８日 北海道 渡辺純久 洞爺湖、昭和新山

20 2003(平15)年 ９月１３日 白峰緑の村 － 創立４５周年総会　１４～１５日 倉谷山小屋酒場 １３名

21 2004(平16)年 １０月１０～１１日 瀬女スキー場 松下重人 ケビンを利用　バーベキュー

22 2005(平17)年 １１月１２～１３日 神奈川県足柄 松縄宏 丹沢湖 １０名

23 2006(平18)年 １１月３～４日 金沢市 奥名正啓 ２１世紀美術館、徳田秋声・泉鏡花美術館、和服美人 ２０名

24 2007(平19)年 １１月３～４日 小松市赤穂谷温泉 松林知一 那谷寺、松井秀樹ミュージアム、木場潟 １４名

25 2008(平20)年 ９月１４～１５日 金沢市 － 創立５０周年総会(KKRﾎﾃﾙ金沢)、浅野川河原での二次会 ２２名

26 〃 １１月２２～２３日 三重郡菰野町 祖父江・佐野 湯の山温泉希望荘、朝明キャンプ場トレッキング ２０名

27 2009(平21)年 １１月２２～２３日 近江八幡市 間所新一 八幡山ロープウェイ、郷土資料館、旧西川家、八幡堀 ２０名

28 2010(平22)年 １１月２７～２８日 輪島市 坂尻忠秀 輪島朝市、白米千枚田、キリコ会館 １３名

29 2011(平23)年 １１月２６～２７日 京都市 三宅毅 大原山荘　大原三千院、寂光院 ２１名

30 2012(平24)年 ６月２～３日 犬山市 佐野哲雄 花フェスタ記念公園、犬山城 １８名

31 〃 １０月１３～１４日 奥飛騨温泉郷 佐野哲雄 秋の露天風呂を満喫、新穂高ロープウェイ １３名

32 2013(平25)年 ２月１０日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ① １４名

33 〃 ９月２２～２３日 金沢市 － 創立５５周年総会(KKRﾎﾃﾙ金沢)、二次会と兼六園の日の出 １３名

34 2014(平26)年 ２月１日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ② １０名

35 〃 １１月２～３日 神戸市 宇野潔 南京町、メリケン波止場、神戸港クルーズ、須磨離宮公園 ２３名

36 2015(平27)年 ３月１日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ③ １２名

37 〃 １０月１１～１２日 上越市 松縄宏 春日山城跡、林泉寺、上越酒造見学、岩の原葡萄園見学 ２０名

38 2016(平28)年 ３月５日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ④ １５名

39 〃 １０月９～１０日 金沢市 奥名正啓 東山地区古地図めぐり、落雁づくり体験、和服美人 ２０名

40 2017(平29)年 ３月４日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ⑤ １２名

41 〃 １０月８～９日 静岡市 増田富雄 駿府城発掘調査、臨済寺、静岡浅間神社、登呂遺跡 ２１名

42 2018(平30)年 ３月１０日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ⑥ １６名

43 〃 ９月１５日 金沢市 － 創立６０周年総会(KKRﾎﾃﾙ金沢)

44 〃 １０月７～８日 白山市 上馬康生 手取峡谷、中宮展示館、ホワイトロード・三方岩岳登山 ２０名

45 2019(令元)年 ８月２日～４日 桑名市 祖父江直久 石取祭(日本一やかましい祭り)、健康診断、多度神社 ２１名

46 2020(令2)年 － － － コロナ禍で中止 －

47 2021(令3)年 － － － コロナ禍で中止 －

48 2022(令4)年 １０月９～１０日 金沢市 松林知一 大乗寺丘陵公園、江戸村、県立図書館、国立工芸館 １３名

49 〃 － － － 「出会って50年記念誌」 －

50 2023(令5)年 ３月１８～１９日 金沢市 坂尻忠秀 能登カキ・能登牛パーティ⑦・からくり館・金沢港 １５名

51 〃 ９月３０日～１日 金沢市 － 創立６５周年総会(KKRﾎﾃﾙ金沢) 間所墓参 ９名

52 〃 １０月２１～２２日 淡路島 宇野潔 渦潮クルーズ・あわじ人形 １５名
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 息子と歩いた 8年の山旅 

 

 4期 佐藤秀紀 

 

はじめに 

ここ 8年間、息子（次男 佐藤 誠(51)）との

山旅を楽しんできた。息子は東京在住のサラーリ

ーマン（技術屋）である。昨年、こちらの体力の

限界を覚えて、その山旅を終わりにしたので、そ

れら山旅を振り返ってみたい。 

 ことの起こりは 8年前の正月だったか、帰省中

の息子に「一度屋久島の宮之浦岳を登りたいのだ

が、一人では心細いし・・・」と話したところ、

「付き合っても良いよ」と返事が返ってきた。息

子の山登りに関しては、小さい頃から中学生頃ま

では毎年研究室の学生との白山登山について一

緒に登っていたが、大学生や社会人になってから

は登山の話をあまり聞いたことがなかった。しか

し、「付き合ってもいいよ」との返事には正直あ

りがたく、嬉しかった。それから 8年間も息子と

の毎年の山旅が続くとは当時は思ってもみなか

った。 

 これまでの山旅のリストを表に示す。思えばよ

く続いたものである。山を選んだのは主に私の方

だが、息子も次第に山行を単独でもやるようにな

り、候補選びでも提案してくれるようになったの

は大変嬉しいことであった。また、私も年と共に

歳をとっていき、体力的な不安や計画の面倒さも

あって、息子が計画を立ててくれ、一緒に同行し

てくれる山旅は本当にありがたく、嬉しい限りで

あった。心より、感謝している。 

 これらの山旅の中から、特に思い出の残るシー

ンなどをいくつかを記してみたい(本誌投稿の山

旅はタイトル横に記した) 

 

宮之浦岳 

最初の山旅は前述のように屋久島の宮之浦岳

を縦走し、島一番の屋久杉「縄文杉」を見る山旅

であった。 

 屋久島安房の民宿に前泊し、淀川登山口から山

に入った。屋久島特有の花崗岩の奇岩や山道を通

って宮之浦岳(1936)に登ったが、ガスと強風で遠

望きかず、早々に通過。無人の新高塚小屋に午後

1時過ぎに到着。それほど大きくない小屋は、ま

もなく多くの登山客でいっぱいになり、最後には

入口土間で寝袋を広げる者も多数いた。翌日小屋

を出て1時間ほどで屋久島最大の屋久杉「縄文杉」

を見ることが出来た。樹齢は推定で 2700年以上

7000年ともいわれる巨木である。ただし屋久島の

特異な環境の為（多雨地帯、花崗岩大地など）、

成長は大変遅く、巨木の姿は貫禄があり、神秘性

を感じさせる。最低推定年数でも、紀元前 700年

も前から生きてきたことになる。正しく「縄文杉」

である。この印象は強いものがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙丈ヶ岳・甲斐駒ヶ岳 

南アルプスは全く知らなかったので、この方面

の山を登ることにした。 

まず最初に仙丈ヶ岳、甲斐駒ヶ岳である。この

山登りは終始雨にたたられた。北沢峠の「こもれ

び山荘」に泊まって翌朝仙丈ヶ岳に登ったが、頂

上付近では雨・風強く周囲がみえないほどであり、

雨具を着ていてもずぶ濡れで、山から下って水仙

小屋に入った時には靴下まで水浸しであった。夜

中小屋で寝ていても屋根をたたく雨音によく眠

れない程であった。翌朝誰も出発する気配のない 

所を「行けるところまで行こうか」ということで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「縄文杉」前にて(2014.4.28) 

甲斐駒ヶ岳(2023.8.16) 
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出発した。雨はやんだが依然としてガスは深く、

甲斐駒ヶ岳への登りは急登であるが、時折ガスの

切れ間より見える摩利支天を頼りに登り、花崗岩

の白い砂坂を登って、なんとか頂上に着いた。こ

れら二つの山の頂上の記念写真は二つともガス

で真っ白の中の写真が残っており、当時を思い出

させる。厳しい状況程、後には思い出として残る

ものであろう。 

 

白峰三山、鳳凰三山 

前回の仙丈ヶ岳、甲斐駒ヶ岳があまりにも悪天

候の中の登山で、どのような山容の山に登ったの

かさえもわからないくらいであったので、是非近

くの山からその山容を眺めてみたい、との気持ち

もあり、白峰三山（北岳、間ノ岳、農鳥岳）、鳳

および凰三山（薬師岳、観音岳、地蔵岳）を次に

登った。 

 北岳(3193)はどっしりした山容で、富士山に次

ぐ第二の標高の山である。天候はよく、仙丈ヶ岳、

甲斐駒ヶ岳を今回はしっかり見ることが出来た。

このような山に登ったのだと。また、このあたり

ではどこでも富士山の優美な山容を遠望するこ

とが出来るのが楽しい。特に農鳥小屋に泊まった

翌朝、小屋から見た雲海の中の夜明けの富士山の

景色は忘れがたい。また、農鳥小屋の古い山小屋

の雰囲気と名物親父も忘れがたい。なお、谷を隔

てて鳳凰三山も良く眺められ、次にはここに登ろ

うと決めた。 

 鳳凰三山では、前回歩いた白峰三山：北岳、間

ノ岳、農鳥岳の 3000ｍ級の稜線の連なりを一気に

眺めることが出来るのも素晴らしかった。また地

蔵岳の賽の河原地蔵越しに見る甲斐駒ヶ岳、地蔵

岳オベリスクの威容も忘れがたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燕岳・大天井岳・常念岳・蝶ヶ岳 

独特の花崗岩の山容、コマクサ群落などが印象

に残る燕岳、天候良く、槍穂高連峰がずっと見ら

れた尾根歩きの展望のすばらしさ、蝶ヶ岳から上

高地徳澤までの下り長さに閉口した思いが残る。 

 

飯豊連峰（「やまざと」Vol.32） 

 東北の奥まった山を歩いてみたい、残雪の稜線

歩きと見事なお花畑を見てみたい、ということか

ら飯豊連峰に行くことにした。東北の山は奥深く、

前泊奥胎内ヒュッテも含めて4泊5日の長い山旅

となった。縦走中 3泊の山小屋は全て管理人はい

るが寝袋持参・自炊のみ。水場も離れていること

もある。この領域では登山者が少なく、静かで、

ゆったりした、高山植物が豊富な山並みを時には

残雪を踏みながら歩くのが魅力。ヒメサユリ、ミ

ヤマウスユキソウ、イイデリンドウ、ハクサンイ

チゲ、シラネアオイ、ニッコウキスゲなどの群落

が見られて楽しかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日連峰（「やまざと」Vol.34） 

 飯豊に次いで朝日を昇る予定にしていたが前

年肺炎になり１年延期しての山行となった。麓１

泊、山中２泊の縦走である。一泊目の大鳥登山口 

宿から翌朝宿の車で泡滝ダム登山口まで送って

もらって登山を開始。当日は気温高く急登もあっ

て、体力消耗激しくバテてしまった。頼りの息子

もダウン寸前で、休憩の連続となった。以東小屋

まではまだかなりあり、どうすべきか本当に困っ

た。幸い、息子はなんとか回復し、這う這うの体

で予定時間を大幅に遅れて小屋に到着。これまで

の山旅で最も危機的状況であった。残りの２日は

疲れを引きずった山旅ではあったが、天候はまあ
鳳凰三山（北岳、間ノ岳、農鳥岳を背景に、2015.9.20） 

飯豊連峰・頼母木小屋にて(2017.7.13) 
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まあで、ゆったりした尾根歩き、高山植物ミヤマ

ウスユキソウ、タカネマツムシソウ、ハクサンフ

ウロ、ハクサンイチゲなどの群落に慰められた。

また、最終日の早朝、大朝日小屋からの大朝日岳

往復と山頂で見たご来光は素晴らしかった。 

 

御嶽山（「やまざと」Vol.35） 

 2020年、コロナ禍で山小屋が大変な時期、なん

とか小屋が泊まれるというので登った。御嶽山は

2014年の突然の噴火で友人・同僚の一人が亡くな

った山であり、是非とも慰霊の登山をしたいと思

っていた。また、白山からいつも雲海の彼方に突

き出ている優美な山容を眺めてきた山でもある。 

事故から６年目にして、ようやく頂上直下のシェ

ルターの横にある慰霊碑に、持参した蝋燭と線香

を捧げ手を合わせることができた。二ノ池ヒュッ

テに泊まった翌朝、摩利支天山に登ったが、前日

の最高峰剣が峰のがれきの山とは違って、賽の河

原の広大な谷や尾根に咲く高山植物など、独特な

雰囲気のある山である。 

 

鹿島槍ヶ岳 

 その優美な山容と高山植物コマクサ、コバイケ

ウなどの群落など絵になる景色が印象的。 

 

大峰山 

 修験道、信仰の山であることは知っていたが、

行ってみると、ほとんどの人は白装束で登り、い

たる所に講が建てた石碑が建てられて歴史を感

じさせられる。大峰山寺の宿坊に泊まったが、そ

こでも講の人達がお勤めをしていた。翌朝、そこ

から眺めたご来光は見事で忘れられない。山の自

然がおのずと導く大いなるものへの畏敬が信仰

に結び付くことが理解される気がした。山上ヶ岳

から弥山小屋までの奥駈道は長く、最後はへとへ

とになってようやく小屋にたどり着くことが出

来た。体力の衰えを実感して、今回をもって息子

との山旅を終えることに決断した次第である。翌

日、八経ヶ岳を越えて天川村に降りる、これまた

長い下り道の途中でスマホを落とすアクシデン

トまでやってしまった。ほとんど人の通らない道

だが、幸いにも後を歩いた人がいて警察に届けて

くれたお蔭で後日無事スマホは手元に残った。息

子との最後の山旅は大変苦労をした山ではある

が、信仰の山を体験させてくれ、幸運をもたらし

てくれた山でであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終わりに 

ふとしたことから、息子との 8年間にも及ぶ山

旅を経験することが出来た。改めて息子にいろい

ろな意味で感謝したい。これらの山行はその時々

に多くの貴重な体験を与えてくれただけでなく、

この文章を書くために再度記録やアルバムを振

り返って思うように、何時までも貴重な思い出と

して幸せ感を与えてくれる財産でもあるのであ

る。また、この歳で山旅が出来た身体・環境へも

感謝したい。人生は素晴らしい。もろもろに感謝

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大峰山系最高峰・八経ヶ岳にて

(2022.8.1) 
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六甲・森づくりボランティア 

・フォレスタ―松寿 

 8期 篠島益夫 

フォレスタ―松寿の成り立ち 

私が所属する退職者 OB 会である松寿会では

2009年 10月に国交省近畿地方整備局六甲砂防事

務所が阪神大震災後に進める「六甲山系グリーン

ベルト整備事業」に市民ボランテイアとして参加

を決めました。しかし、その推進役となる代表世

話役や世話役は決めておらず登山や山作業に経

験のある私が代表を引き受ける羽目になり、一緒

にやってくれそうなメンバーに声を掛けて世話

役 3名を確保、砂防事務所から「森の世話人認定

書」を受け取り、活動準備に入りました。 

活動地は砂防事務所の事業対象エリアから選

ぶのですが、阪神間の参加者を想定して鉄道駅か

ら活動地まで歩いて行ける昔は浜から有馬温泉

まで魚を運んだとされる「魚屋道（ととや道）沿

いの６ha余りの斜面地」を私と世話役と砂防事務

所で決めました。 

神戸市東灘区森北町の上部の標高 200～350ｍ

の尾根筋ルートの東西の斜面地です。この道は別

に谷筋ルートがあり、選んだ尾根筋ルートは当時

ほとんど活用されず、背丈の倍もあるネザサとニ

セアカシア大木の混交林となっており道も不明

瞭で薄暗い斜面崩壊の恐れのある山林でした。こ

のような植生を落葉広葉樹の森に切り替える為

に開伐～植樹～育樹作業を繰り返すというボラ

ンテイア活動です。 

目的は六甲山南斜面の防災の森づくりですが、

発足に当たり「最低 20年間の世代を繋いだ活動

を見据えて始めよう」という合意がありました。 

活動開始 15 年が目前となった今日では開始当

初の松寿会所属の会員が加齢と共に減少して、地

元住民・女性・学生の参加が増え、その中から世

話役を引き受けてくれる方も増える一方、活動参

加者の平均年齢が当初に比べて大幅に若返り、運

営面でも新しいアイデアが溢れるようになり、頼

もしい限りです。当初の 20年間の活動継続の合

意は最近では 40年という声が若手から聞こえて

います。 

2009年 12月が初回活動でしたが、その時の参

加メンバーで現在も活動の常連は私と金大出身

で 1年先輩の蓮井氏だけになってきました。代わ

って若手や女性が増えて活動を支えてくれてい

ます。代表世話役も初代の私は活動を軌道に乗せ

る時期でもあり５年間担当しましたが、その後は

代を重ねて現在は 6代目、活動開始時の私よりも

若い永井氏が代表を務め、広い人脈と活動資金の

確保策や関連団体との交流でフォレスタ―松寿

を格上げしてくれています。  

 

上・写真（2010年 1月） 

活動初期の開伐作業：鎌・刈込鋏・鋸などの活

動道具は全て砂防事務所からの借り物。現在はエ

ンジン式草払い機・電動式草払い機など 10台・

チェーンソー1台・その他の作業道具も全て自前。

チェック模様上着の作業者は篠島。 

下・地図 活動地と周辺の略図：ＪＲ甲南山手

駅から活動地まで徒歩 40分、登山口付近には活

動基地となっている機材倉庫がある。 
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六甲山グリーンベルト整備事業とは 

1995年 1月 17日に発生した阪神淡路大震災で

は住居や都市インフラの大被害が報道の中心で

したが六甲山系でも 1000ケ所余りに及ぶ崩壊が

発生しました。今後の風水害による更なる災害発

生も危惧される事態に復旧作業を急ぐと共に、長

期視点では六甲山地に一連の樹林帯（グリーンベ

ルト）を守り育て、土砂災害に対する安全性を高

め、緑豊かな都市山地としての環境と景観を作り

出そうと各方面からの提言を受けた懇談会と国

交省六甲砂防事務所により今後の六甲山地の整

備方針が纏められました。 

この「六甲山系グリーンベルト整備基本方針」

に基づいて、国立公園部分を除く整備対象エリア

が定められました。 

エリアは神戸市須磨区鉢伏山から宝塚市岩倉

山までの 80ケ所余りですが、これを国費だけで

はなく、ボランテイア活動で進める事となりまし

た。スタートは市民ボランティアと企業ボランテ

ィアの募集から始まり、現在では約 50団体が参

加してそれぞれの担当エリアで活動しています。 

フォレスタ―松寿も 2009年 10月に参加、活動

地での作業開始は同年12月12日が第一回目の活

動でした。 

活動の支援者（人・もの・かね） 

先ず活動参加する「人の確保」ですが、ここで

苦しみ翌年2010年の毎月の定例活動にも10名以

上の参加を見たのは2回だけでその他は1桁の参

加にとどまりました。しかし、人づての募集努力

で 2011年からは毎月例会では 2桁以上の活動参

加が安定しました。その後は活動地周辺の大学

（甲南女子大・神戸薬科大・甲南大・関西学院大）

に絞った PRや東灘区役所の活動募集支援などか

ら大学、地域住民、地元職域からの現役社員や女

性の参加が増え、スタート時の OB会中心の参加

者の構成が急速に変化してゆきました。これは各

企業のボランテイア参加推奨策や大学生の継続

参加が単位認定になる等の想定外の社会変化も

プラスしたのでしょう。 

次は「もの＆かね」ですが年会費 1000円では

活動に伴う傷害保険の付保で消えてしまうので、

当初の2年足らずの活動期間は砂防事務所からの

借用道具のみでした。しかし、2011年には補助申

請していた企業からの支援金確保が決まり、日本

緑化機構などからの補助金確保が続くようにな

ると自前の道具の購入が可能に、この資金確保は

申請する相手こそ毎年増えるが、手分けして多数

の補助申請作業を継続しています。このような資

金確保については現在に至るも変わりませんが、

やれば出来ます。しかし、補助金を受けると正確

な活動や使途報告と会の決算報告が煩雑で、これ

は会計処理にたけたメンバーが引き受けて、今は

その後任者に引き継がれています。 

自前の道具が増えると、活動時にはこれを取り

出し、活動を終えると道具を保管する場所が必要

になります。此処で注目したのは作業の登山口

（ととや道の入口）に大規模な老健施設があり、

私がダメもとで飛び込んで施設長に面談、活動主

旨説明の上、道具保管場所の提供を申し入れたと

ころ、活動主旨に賛意を頂くと共に施設内での保

管場所を決めて頂く事に、これが始まりで現在で

は施設内ではなく、同施設の敷地内に用地を借り

て2棟の大型収納物置を設置させてもらっていま

す。無料で提供頂いて我々の作業準備場所と機材

保管が出来ています。 

登山口まで僅か50mという立地に活動拠点を得

た事はフォレスタ―松寿の今日に至る大きな成

果要因です。現在では自前の倉庫や作業準備基地

のごとく利用していますが、この場所の無料提供

者である社会福祉法人神戸福生会への感謝を忘

れないよう、昨年からこの老健施設の正面アプロ

ーチエリアの剪定や草払いは当会に任せて頂く

よう申し入れ、了解のもとに当会の作業前後に整

備を続けています。無縁だった双方にこんな絆が

生まれるとは感謝と共に偶然の縁に驚くばかり

です。我々の活動が 15年で此処まで拡張したの

は全く、活動参加者やこれらの人々のお陰です。 

下・写真 活動地・集合写真(2022年 3月) 
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これまでの活動の成果 

2009年 12月～2023年 3月までの活動成果 

① 活動回数 延 169回（2023年 3月現在） 

② 活動参加者 延 3744人（2023年 3月現在） 

③ 植樹本数 1247本（2023年 3月現在） 

④ 正会員 41名（2023年 10月現在） 

⑤ 決算 毎年度 3月 

 

 

上の写真・植樹に取り組む女性チーム（2022年3月） 

 

 
上の写真・2011年3月植樹の現在（森らしくなった） 

 

 

大臣表彰（2017年 6月・於金沢市・陛下御列席） 
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近年の､外国での記憶から：承前（以前からの続きを）中国貴州と､ネパールランタン谷

11期 長岡 正利
『やまざと』近年号では、毎回、外国の山歩きなどを紹介しておりました。

今年もそのつもりが、写真を含めての纏める時間が取れず、講演要旨での紹介に留めました。
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HP上でご覧頂く場合は、どうぞ、拡大してご覧下さい。拙稿挿入写真はＡ３でご覧を前提の解像度です。
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金大WV創部の田村昭夫様と､鈴木兵一様を偲んで

11期 長岡 正利

WVW３期の田村昭夫様(自称､ワンゲル０期)が、昨･2023年 11月 20日にお亡くなりになられま
ゼロ

した。また、一昨年秋には、同･鈴木 兵一様も。ともに、WV創立にご盡力のお二人でした。
ひよういち

このページでは田村様についてを、続けて、右ページで鈴木様のことを紹介させて頂きます。

田村様は、昭和 11年に金沢市内で誕生。左のように、ご両親の愛

を受けて幼少期を過ごされて金大へ入学。在学 10年(休学の 2 年間

を含む)で卒業。ほぼ自由人のようなお人でした。11期･加藤様の評、

「訃報にビックリです｡なんとなく､神農の如き不老長寿と思って」が

まさにぴったりのお人でした。會津ご出身であったことから、會津と

古い日本を偲ばれつつ、旧制高校の面影を愛し、四髙(第四高等学校)

卒と金大の一部 OBで組織する月例「北の都会」ご常連でもあられま

した。時に不調となられた際の「さようなら」賀状に驚かされ、或い

は倭国大統領候補への出馬宣言などには、いつも愉しんだものです。
わのくに

一度だけですが、田村様が本心を吐露なされ、涙を湛えつつのお説

を拝聴しました。月例「北の都会」ですが、満座が静まりかえりまし

た。金大生が、護國神社境内の清水博士(最後の枢密院議長)碑の前で、

古式に則って諫死･憤死の自決をなした（2011年 12月 8日未明､右

記事)ことのご紹介でした。 上が、その際の田村様お姿。

田村様は、會津藩歴代の筆頭家老･梁瀬家から出られた成一氏の作曲になる｢南下軍之歌｣を愛し、

その楽譜を刻んだ歌碑建立に尽力なさいました。誰にも好まれて、お誘いも多々。 一方では、どこ

までもの包容力の奥様あ

っての田村様でもありま

した。しかし残念ながら、

冒頭に述べたように、お

位牌となられました。

田村さん、さようなら。

（田村様アルバムより：田村様提供｡）

(「北の都会｣にて涙を湛えつつの。)

（田村様｢さようなら｣ 2015年賀状と、倭国大統領出馬宣言｡ ）

（四髙寮歌｢南下軍之歌｣碑前で｡ WV田村･四十万･久冨･長岡が碑を訪問｡田村様が｢南下軍之歌｣を高唱しつつ､｢超然太鼓｣を｡）

（2016年河口湖で､ 4期清水様撮影｡ 2017年ご自宅で｡ 2023年 5月､お位牌と お別れ時の奥様｡ ）

（掲載写真で撮影者等のお名のないものは、筆者の撮影です。）48



（前編同様に、HP上で拡大してご覧頂ければ、挿入図版の文字箇所も読み取れます。）

続けて、2021年 11月 9日にご逝去の鈴木兵一様につきまして。

筆者は、前ページでの田村様とは、コロナ禍少し前までの 10年間以上に亘る毎月、「北の都会」

でお逢いしておりましたが、鈴木様とは、その帰路だったかの、田村様同道での一度だけでした。

WV現役時代には、WV創立のお二人のことを耳にした記憶はありません。一方で、その当時か

ら、部誌『Bergheim』の毎年号にあった「創立のモットー」のことは、よく目にしておりました。

OBとなって随分の年が経って初めて、この、新入生にとっての、新時代への思いが伝わる「モ

ットー」とは、どなたが？と。以前に田村様にお聞きしたところ、「俺にはあんな文才はない。 兵一
ひよういち

の作。」との由で、３期･北様も同じようなお答えでした。

OBの諸氏には、どなたもが、「自身の頃が一番の」WVであったと思われます。筆者にとっては、

犀川ダム上流に作られた倉谷ベルクハイム(BH)での日々や、３月の春山(雪山)合宿のことなどが。

幸いに、鈴木様の壮年期の写真もあり

ました。最後の右写真は、老境のお二人

ですが、何をお話しであったのか？ 同行

の方々にもお聞きはしたのですが、７年

前のことゆえ、何も判りませんでした。

田村様・鈴木様とも、WVとともに、幸

せな一生をお過ごしであった、と、筆者

は思います。ご冥福を。

冒頭で既述のように、筆者には、鈴木様についての情報は無きに等しく、そこで、３期の田村･北･熊松

(竹谷)･北野(加藤)､４期の佐藤･清水､７期の村田･四十万､ 15期の舟田(西村)様に、写真や、色々お話しも

お伺いしました。しかし、ここにご紹介の内容についての責は、総て筆者にあります。

（立山で創部のことを語る鈴木･田村様｡ 翌 1959(S34)年 5月末､大学祭休講利用の｢奥能登一周徒歩旅行｣｡田村様アルバムより｡ ）

（1968春山 白山鳴谷峠と 1970別山 PW ｡）

（1966(S41)年晩秋､部員で溢れていた時代の BH ｡春の BH小屋作業の賑わいと残雪の高三郎へ､ 2007年と 2004年｡）

田村･鈴木様､7期 村田様撮影

（2008年WV50年の鈴木様､ 7期 四十万様撮影｡両隣りに都内･田村様も｡）
とのうち

拙稿ページは、全部が筆者の編集です。以前から、投稿は個人４ページ、写真は１ページに２枚まで（その挿入編集に時間を要

す故か？） となっておりました。以前からですが、編集の労の低減に資するようにと、小生は、自身で編集してPDFで提出してお

りました。それゆえに、規定とは関わりなく、写真をたくさん掲出しております。

先のWV65年総会では、「現行の冊子形式は65周年記念号vol.38をもって終了」 が了解されましたが、本誌での仲村様による

総会報告中にもありますように、小生から、「WV-HPに掲載される本誌vol.39以降での、皆様の個人投稿については、原稿とりま

とめ編集（挿入写真の枚数制限なし）からPDF化までを、今後5年間は責任を持って協力します。（要旨）」 と申し上げ、「拍手を以

て可決（仲村様お書き）」 されております。 それゆえ、今後の何年かは、その様に致します。
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手本ならずとも見本なら… 

（2023年の山遊び） 

15期 舟田節子 

 

「老人問題という言い方はおかしい…人間

が年をとるのは正常なことですよ」小説『橋の

ない川』の著者住井すゑは、「老人問題をどう

お考えですか」のインタビューに対し、まずそ

う答えたそうです。 

これを「今週のことば」として取り上げた哲

学者藤田正勝氏は、「利益や効率だけで物事の、

そして人間の価値を測ろうとする現代社会が

『老い』を『老人問題』というように『問題』

にしてしまっている」…と続けていました。 

そんな本人の気丈はさておき、手のかかる

存在となり、周囲には「問題」となる…は、自

覚した方がベター。感謝の心を持ち、「ありが

とう」を言える修業を積むのがベストです。 

自分自身には「大問題」です。たかが「山遊

び」であっても「老い」との擦り合わせを考え

ないわけにはいかないからです。落ちていく

体力、残り時間、満足度…。いつまで、どこま

で？…。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ≪ホテイラン 八ヶ岳 2017.6.3≫ 

 

「擦り合わせ」として、百名山のあたりから、

ツアー利用が普通になりました。「自分で行け

る山」も、「自分で探す山」にも限界がありま

す。ツアーが出て、そこから日程とコース難度

を見て、選択する…これが、快適、そして現実

的で、安全。 

山へ行くことで健康維持ができ、それがや

りたいから、日常にも健康維持意識が入り、メ

リハリある生活が出来る…そんな志向の「現

在進行形の山仲間」とも出会えます。 

 

中高年登山者層は、日本の山業界にとって、

是非繋いでおきたい大お得意様のようです。 

「新日本百名山」「百低山」「島山百選」、さ

らには「シニア百名山」と、次々、難度を下げ

た行先が提示されるようになってきました。 

地元発ツアーにも、それが反映され、成立す

るようになっています。速くて、辛くて、情け

なくて…では、参加を躊躇してしまいますか

ら。コロナ禍を経て、ますます企画力が勝負な

のです。 

時には姦しすぎる（圧倒的に女性が多いた

め）こともあるのですが、「生きている時間を、

健康で楽しく過ごしたい」人達が申し込んで

います。そこで知り合った、足のレベルが同じ

人達との、誘い合ってのゆっくり山旅の機会

も生まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ≪ウルップソウと白馬岳 2023.7.4≫ 

 

この夏は、そんな流れで「白馬大池に連泊し

て白馬岳をピストン」、「鹿島槍を 2 泊 3 日」

のビッグイベントをやりました。晴天にも花

にも恵まれ、これまでにない「山をじっくり味

わう」がやれました。時間なら余っている方で

す。のろのろでもいい。何度目でもいい！相応

の設定をし、その程度には動ける体維持を日

常にやれば、人生全体を豊かにしていけます

（…と、願う）。 
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さらには、毎月、某月刊機関誌に山原稿を提

出の機会がある…も、励みとなることなので

す。調べ直しや、写真の吟味にも熱が入ります。

これがけっこう楽しい「机上登山」となり、つ

いついネットサーフィンに填まり込むことも

あります。 

コロナ禍のせいで、アーカイブでも可にな

りましたが、この振り返りがまた楽しい…。ど

うにか老化に順応出来てきたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ≪鹿島槍ヶ岳 2023.8.1≫ 

 

11月号…夜叉ヶ池山、冠山 

12月号…八ヶ岳の中山峠 

1月号…マレーシアのキナバル山 

2月号…安芸の宮島の弥山 

3月号…房総半島の鋸山・富山・伊予ヶ岳 

4月号…舟伏山 

5月号…対馬の白嶽 

6月号…阿蘇くじゅう国立公園 由布岳 

7月号…帝釈山・田代山 

8月号…幌尻岳・戸蔦別岳 

9月号…空木岳・南駒ヶ岳・越百山 

10月号…恐山の大尽山 

 

 「夜叉ヶ池山、冠山」…まだまだコロナの最

中に、マイカーでの移動時間が長いのが、相対

的に接触時間を減らすにあたる…の解釈をし

て、30 年ぶりに登りました。かたや山頂の幽

玄な池、かたや三百名山に入る岩峰で、紅葉時

期が特にお薦めです。越美山地の両山は、かつ

て幼児をかかえて出辛い私を、優しい山友が、

楽かつ満足できる山として誘ってくれた山で

す。その後、韋駄天のごときが禍して半月板を

損傷したり、脳梗塞をおこしたりで、彼の方が

先にリタイア。ろくにお返しができていない

ことに胸が痛みます。 

 

 「中山峠」…岩崎元郎氏の「地球を遠足」シ

リーズに参加すると、親しくお便りが届くよ

うになります。この時は、八ヶ岳のしらびそ小

屋でのクリスマス会へのお誘いでした。通年

営業小屋の多い八ヶ岳では、高校山岳部が雪

山合宿に、小学生が雪山遠足に来ていました。

営業小屋があって、晴天率も高ければ「雪を楽

しむ」がやれます。かえって、こんなふうでは、

雪雷や、除雪、重い雪による閉塞感は、判らな

い！と思ったことでした。 

 

 「キナバル山」…「初めての海外登山」「初

めての 4000ｍ峰」として、お勧めなのが、マ

レーシア連邦のキナバル山です。貧国とばか

り思っていたので、適宜配置されたシェルタ

ーや、快適なレストハウスに驚愕。巨人が練り

挙げたような、異様な頂上岩峰群や、サウスピ

ークにも、日本にはありえない…を思いまし

た。日常は大節約、旦那に不自由をさせても、

海外には出るべし。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪キナバル山のドンキーイヤー 2008.4.15≫ 

 

「弥山」…3種類は出ている「百低山」本の

どれにも載っている、厳島神社の裏山です。大

鳥居は 3 年がかりの補修が終わったばかりで

あり、広島 G7サミットを控えているというタ
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イミングでした。なぜ安芸の宮島が世界遺産

になったのか？が、判りました。熟年には熟年

になってから楽しめばいい山がある…と、腑

に落ちた山です。 

 

「鋸山・富山・伊予ヶ岳」…かつて東京のツ

アー会社の忘年山行のうちの一つが、房総の

鋸岳と戦跡巡りでした。金沢箱入り女は、東京

湾越しに富士山が見える…程度の認識でいて、

本土決戦の頃の房総の戦略的意味を知らず、

平和ボケを恥じたものです。その分、鋸山が𠮷

田類の「にっぽん百低山」放映第一号になった

時は、そうでしょ！と、何故か優越感。この 5

月に伊豆諸島からの帰りの船便で見えた時も

感激。また、県美での川瀬巴水展にて、「石積

む舟（房州）」があそこだとほくそ笑んでしま

いました。早春の三山ツアーとなった今年は、

「ラピュタの城」の喩えにアニメ全盛時代を

思い、富山用には、南総里見八犬伝を読み直し、

角川映画の里見八犬伝も楽しみました。336m

でも「房総のマッターホルン」の見栄張りには、

笑ってしまいましたが、早春がベストシーズ

ンになる山々でした。思い出同士が繋がり多

層化して、満足が増殖していくのが、熟年です。 

 

「舟伏山」…イワザクラを見に、集中して行

った時期があります。掲載に際し確認すると、

林道崩壊で行けなくなっていました。最近の

集中豪雨と過疎化により、修復されない林道

や、廃止されたゴンドラなどが増えました。そ

のため、脚力を越えてしまい登れなくなった

山は、白木峰や鍬崎山など…。こういうのは

「山が逃げた」です。 

 

「白嶽」…時間も財布も、昔なら、対馬の山へ

なんて考えもしませんでした。島とは、まさに、

海から突き出た「山」であり、海の眺めも楽し

めます。白村江の戦いや元寇、朝鮮出兵や、朝

鮮通信使に日露戦争を、現場の遺構で復習も。

ウクライナ侵攻が始まって３ヶ月の頃でした

ので、プーチンと秀吉の野望が重なってしま

いました。「島山＝山＋観光＋地元グルメ」は、

中高年向きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪イワザクラ 舟伏山 2013.4.22≫ 

 

 「平治岳・大船山・由布岳」…「山と花」を

テーマとするからには、6月に取り上げないわ

けにはいかないのが、九重のミヤマキリシマ

です。百名山ツアーでは久住山をかすめるの

みだったので、法華院温泉泊で、再訪もしてい

ました。執筆時にはちょうど西田省三の取材

映像が流れており、久弥が九重共和国と称し

た火山群を、地図を広げて確認。ミヤマキリシ

マの命名が「らんまん」の牧野富太郎であった

ことも、ジャストタイミング。そんなふうに、

おめでたく楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ≪ミヤマキリシマ 平治岳 2014.6.8≫ 

 

 「帝釈山・田代山」…オサバグサは、あまり

見掛けない植物ですが、帝釈山地には繁茂し

ていて有名です。山頂に広がる湿原のある田

代山とのセット縦走が楽しいです。 
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「幌尻岳・戸蔦別岳」…15 回ほど渡渉の必

要な山として、日本百名山中、最難関ともされ

ている山です。日高山脈で福岡大ワンゲルが

ヒグマに襲撃されたのは 1970年 7月のこと…。

つまり、私が KUWVに入った年でした。この時

勧められたハッカ油を以後は虫よけに使い、

その度幌尻岳までを思い出すのは、めでたい

ことです。 

 

 「空木岳・南駒ヶ岳・越百山」…2010年 8月

に、空木岳で、日本百名山を完登としました。

その時は木曽駒からの縦走。2年後には、夫を

誘って空木岳から越百山への南下をやりまし

た。木曾殿山荘が、そこでの完登者を祝ってく

れるとのことでの選択でしたがちょうど、予

約必須に対しての、炎上騒ぎがおきていまし

た。コロナ禍を経て今はどこも完全予約が常

識になりました。 

 

「恐山の大尽山」…各県から一つは入れて、

中高年向きとした岩崎元郎選定の「新日本百

名山」になっている低山。山自体の魅力はなく、

あくまで霊場恐山の迫力あっての山でした。

でも、「新百名山」入りをしたからツアーが出

て、ご縁が…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ≪恐山の大尽山 2022.9.4≫ 

 

ようやく、世界の山旅のカタログも復活し

てきました。高額になり、ツアーリーダー達は、

新顔になっていました。私の「老化してしま

う！」の悪あがき以上の嵐が、ツアーリーダー

という生き方を選んだ人達には吹き荒れたの

でしょう。 

懐かしのネパールを開いてみると、かつて

シェルパのサーダー達は「上がり」のようにロ

ッジを構え、ヒマラヤン・ドリームを達成して

いたものでしたが、コロナ禍後は欧米ビッグ

資本が取って代わった気配です。 

 

 さて、2023 年は、何より、朝ドラで「らん

まん」が放映された年といえます。関連出版が

溢れ、フィクションもノンフィクションも楽

しみました。高知花紀行に参加し、横倉山にも

登ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ≪ヤマトグサ 伊吹山 2010.5.22≫ 

 

敬老の日の発表では、「80 歳以上が 10 人に

一人」とか。もう、敬うどころではありません。

施設に空きはなく、介護人はいない…。山ラン

クを下げつつ好奇心を繋いで、健康寿命を伸

ばしていなければならないのです。 

94 歳まで生き、周囲には「困ったちゃん」

だったらしい牧野富太郎…。旺盛な好奇心と、

フィールドワークは、愛妻壽衛子没後のさら

に 29年を支えました。 

そんな手本にあやかり、さらにゆっくりと、

「山遊びと花探しを楽しむ」見本くらいは、続

けていきたいものです 
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オランダ紀行 ～ﾌｪﾙﾒｰﾙ全点踏破の旅～ 

（17期 小島 敬） 

【2023年 5月 7日～11日】 

ホールン＜東インド会社時代に栄えた港町＞、

アムステルダム（国立美術館、ゴッホ美術館、 

アンネ・フランクの家、海洋博物館）、デルフト

＜フェルメールが生涯を過ごした街＞、ハーグ

（マウリッツハイス美術館、デン・ハーグ美術館）、

ライデン（シーボルトハウス、ライデン大学） 

コロナが怖くて、2020年3月以降、家族以外と

外食をしたことがなかった。人が集まるところへ

は出かけなかった。自宅には誰も上げなかった。

公共機関の利用もやめ、ジパング倶楽部も敬老パ

ス（地下鉄・バス乗り放題）も更新しなかった。 

そんな緊急事態宣言下の我家に、「2022 年 11

月、関西の箕面で 17期・18期合同同期会（幹事：

17 期小間君、18 期大西君）開催」との案内が届

いた。あの大江戸温泉物語・箕面観光ホテルだ。

金曜の夜に宴会、土曜に箕面大滝まで散策とのこ

と。コロナが終息していないのに、なんでこの時

期にやるのだと思った。宴会で酒がはいれば酔っ

ぱらってマスクなしで騒ぐのは目に見えていた。

後で聞いたら、実際そうなったという。同期会は

三浦半島・城ヶ島（2019年 11月）以来の開催な

ので行きたいのは山々だったが躊躇なく「欠席」

の返事をした。しかし人恋しさに我慢できず、土

曜朝、始発の新幹線に乗りホテルへ駆けつけた。

17名が来ていた。3年ぶりに仲間に会えた。箕面

大滝への散策で互いの近況などを伝えあった。 

宴会には出られなかったけど、みんなの元気な姿

を見ることができて素直にうれしかった。 

2023年 5月、オランダへ行った。首都アムステ

ルダムで開催されていた史上最大規模の《フェル

メール展》（2023年2月-6月）を観るためだ。 

17世紀に活躍したオランダの画家ヨハネス・フェ

ルメールは寡作で、真贋の結論の出ていない作品

を含めて世界中で 37 点しか残っていない。今回

はその内の 28 点が、アムステルダム国立美術館

に集まるというのだ。これはフェルメールファン

としては行くしかない。巣ごもりはやめた。コロ

ナなど気にしている場合ではない。 

【アムステルダム国立美術館】 

オランダのスキポール空港に降り立ったら、誰

もマスクをしていなかった。もうヤケクソでマス

クを外した。オランダではずっとマスクなしで過

ごしたが、幸い何事もなく帰国できた。5 類移行

（5月 8日）後だったので、日本の検疫もフリー

パスだった。 

帰国後は、憑き物が落ちたかのように人と会い、

外食をするようになった。 

1.金沢大学とオランダ 

金沢大学はオランダとご縁があるのですね。

2012 年の金沢大学創基 150 年記念式典の学長式

辞で「1999年に金沢大学が創立 50周年を迎えた

折、（中略）金沢大学の始まりについて検討を加

え、文久 2（1862）年に設立された加賀藩彦三種

痘所を本学の淵源と定めました」とあり、金沢大

学のルーツはこの種痘所ということになった。 

1870年（明治 3）金沢医学館が開設され、翌年

オランダ人スロイス（ライデン大学を経てユトレ

ヒト陸軍軍医学校卒業）が医学館に着任する。 

幕末前後にユトレヒト陸軍軍医学校などの卒業

生 10名ほどが日本に招聘（お雇い外国人）され、

各地で西洋近代医学を伝授した。 

1869年、明治政府はドイツ医学の導入を正式決

定する。しかしオランダ医が講義した金沢、長崎、

新潟、岡山、熊本、千葉（千葉のみ派遣されてい

ない）は医科大学に昇格〔旧六医大〕したので、

オランダ医たちの努力は無駄ではなかった。 

スロイスの奥方がカレー料理をふるまったと

の記録がある。誰が食べたかは分からないが、オ

ランダ語通詞や医学館関係者なのだろう。金沢で

初めてカレーに出会った日本人たちだが、これは

「金沢カレー」のルーツではないようだ。 
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ライデン大学（1575年設立）はオランダ最古の

大学だ。八十年戦争でスペイン軍の包囲網にライ

デン市民は最後まで抵抗した。この勲功に対し、

ライデン市民がオラニエ公に望んだものは大学

だった。当時、都市に大学があるということは大

変名誉なことで、市民は税金免除という褒賞より

も大学設置を選んだのだ。ライデン大学には、後

に世界で初めて日本学科が設置（1855年）された。 

ライデン大学は人文系が強いと言われている。 

金沢大学人間社会学域はライデン大学人文学部

と交流協定を結んでいる。2022 年夏には、「金沢

大学ライデン大学学生短期受け入れプログラム」

でライデン大学の学生 15名が金沢へ留学した。 

ライデン大学のすぐそばにシーボルトハウス

があり、シーボルトが日本で収集したコレクショ

ンが展示されている。シーボルトハウス内には、

金沢大学を含む〔国立六大学〕欧州事務所が設置

されている。係の人に案内してもらった。2 部屋

の内、1室は長崎大学国際交流室、他の 1室は会

議室。各機関が共同で利用しているようだった。 

八十年戦争時の要塞は市内唯一の高台で、見晴

らしがいい。高さ 10mの土塁の上に、更に高さ 6m

の石垣が環状（直径 40m）に取り囲み、要塞を形

作っている。オランダは国土の 4分の1が海抜 0m

以下にあり、どこまで行っても平らだ。今回の旅

で登った唯一の山（丘）がライデン要塞だ。 

【芭蕉の俳句（ライデン大学近くの建物）】 

2.オランダ料理 

アムステルダム初日は、東インド会社（VOC）

の遺構〈本社建物や各種倉庫、計量所等〉を訪ね

る為、オランダ在住の Wさんに、17世紀オランダ

黄金時代に栄えたホールン〈アムステルダム北方

の港町〉などを案内してもらった。ホールンの港

に面したホーフト塔（1532年築造）でお昼にした。

以前要塞だった建物は、石造りの佇まいが渋い。

狭いらせん階段を登ると 2階がレストランだ。 

窓側の眺めの良い席に座った。僕は元祖コロッケ

のクロケット〈写真手前〉、Wさんは好物のパンネ

クック〈写真奥〉を注文した。見た目はピザだが、

直径 30cmの巨大なクレープだ。彼はナイフとフ

ォークで上手に巻いて切り分けて食べていた。 

Wさんによればオランダの名物料理にはウナギ

の燻製があるのだとか！ ウナギは蒲焼に決まっ

とるだろう。ひつまぶしのおいしさをオランダ人

に教えてあげたい。 

【クロケットとパンネクック（ホールン）】 

一人旅は気ままでいいが困るのは夕食だ。朝食

はホテルで、昼はカフェの軽食で済ませられる。

でも夜レストランのテーブルで独り食事をする

のはどうにも落ち着かない。オランダ料理は想像

していた以上においしかったが、旅先で割り勘す

る（go Dutch）相手がいないのは、なんとも味気

ない。 

3.ヨハネス・フェルメール 

中学校の美術では、オランダを代表する画家は

レンブラント（1606-1669）とファン・ゴッホで、

フェルメールは見たことも聞いたこともなかっ

た。いつから教科書に載るようになったのだろう。 

フェルメール作品の魅力は何か： 

1)キリスト教や欧州の歴史の知識がなくても楽

しめる、2)市井の人々の日常生活が題材になって

いて親しみやすい、3)思わず引き込まれてしまう
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寡黙で静謐な世界、4)光の魔術師と呼ばれる技量、

5)引算の美学と称される計算し尽くされた構図、

6)画中画などに込められた寓意を読み解く面白

さ、7)贋作事件や5回の盗難などの話題性 

現存作品の少なさ（37作品）も特徴で、レンブ

ラント（1500点?）やゴッホ（約 2000点）に比べ

るとフェルメールは際立って少ない。 

盗難が多いのはフェルメールの作品が小さい

こともあろう。《牛乳を注ぐ女》（45.5x41cm）、《真

珠の耳飾りの少女》（44.5x39cm）。特に《レース

を編む女》（23.9x20.5cm）に至っては A4 サイズ

以下で、上着に隠して持ち出せそうだ。 

アムステルダム国立美術館の「名誉の間」に鎮座

するレンブラントの大作《夜警》（363x437cm）が、

大きすぎて誰も盗めないのとは好対称だ。 

【牛乳を注ぐ女（アムステルダム国立美術館）】 

17 世紀黄金期のオランダでは市民が豊かな暮

らしを享受し、各家庭にも絵がふつうに飾られて

いた。大半は残っていないが、この時期オランダ

絵画は 500万点以上描かれたという。オランダが

経済的に衰退していくと共にフェルメールの名

も忘れられていった。フランスで印象派が評価さ

れ始めた 19 世紀後半、庶民の生活を描いたオラ

ンダの風俗画が再発見・再評価されることになる。 

フェルメールは、半貴石ラピスラズリーを使っ

たフェルメール・ブルーで有名だが、フェルメー

ル・イエローもよく知られている。《手紙を書く

女》《真珠の首飾り》《恋文》などでは、色鮮やか

な黄色のガウンをまとった女性が描かれている。 

《牛乳を注ぐ女》の衣装も、補色関係にある青

と黄色が使われている。 

4.デルフトの街 

フェルメール（1632-1675）が生まれ、生涯を

過ごした街。かつて城壁に囲まれていた旧市街は

わずか 2㎢、フェルメールは中心部のマルクト広

場を起点に半径 500mで転居・生活していた。 

マルクト広場に近い運河沿いのホテルで2泊し

フェルメールゆかりの場所を歩いた。デルフトは

喧騒とは無縁の、とても落ち着いた街だった。 

フェルメールの絵には静かな時間が流れてい

る。でも実生活では 14 人の子沢山で、若くして

デルフトの画家組合の理事にも就任していた。 

家業の宿屋兼居酒屋「メーヘレン亭」の経営もあ

り、多忙な日々を送っていたにちがいない。 

絵が 37 点しか残っていないということは、子供

たちがアトリエ部屋に乱入して完成した絵に落

書きしたり、絵を破ってダメにしたりしたことが

多々あったのではないかと思ってしまう。 

【真珠の耳飾りの少女（ﾏｳﾘｯﾂﾊｲｽ美術館）】 

フェルメール・センター〈デルフトの画家組合

があった建物〉では全作品〈レプリカ〉を見るこ

とができる。主要作品の構図の解説や実際のアト

リエの再現など、フェルメールについて詳しく判

りやすく展示されている。映像も流れている。 

スカーレット・ヨハンソン主演『真珠の耳飾りの

少女』（2003 年）だ。この映画がヒットし、それ

まで《青いターバンの少女》と言われていた作品

が映画のタイトル通りに呼ばれるようになった。 

5.ゴッホとフェルメール 

筆まめのゴッホ（1853-1890）は、弟テオや画

家の友人らとの間に膨大な手紙を遺している。 

謎だらけのフェルメールと異なり、ゴッホが「誰

の絵を観てどう感じたか」を知ることができる。 

http://www.vangoghletters.org〔英文 URL〕 

ゴッホはフェルメールの絵（《デルフトの眺望》

や《青衣の女》等）を美術館で観ていた。 
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テオに宛てた中でフェルメールに言及した手紙

は 10通（1882-88年）ある。最後のフランス・ア

ルルからの手紙（1888年9月付）では、補色関係

にある青と黄色について、こう書いている。 

「ここの自然は異常なまでに美しい。何もかも、

どこもかしこも。空の丸天井はすばらしい青、太

陽は薄い硫黄色の光を放射し、それがデルフトの

フェルメールの絵のなかの、空色と黄色の組み合

わせのように柔らかで魅力的だ。」〔二見史郎編訳

『ファン・ゴッホの手紙』（2001年）p.286〕 

【黄色い家（ファン・ゴッホ美術館）】 

ゴッホ美術館は国立美術館と違い、カジュアル

な雰囲気だった。《馬鈴薯を食べる人々》《花咲く

アーモンドの木の枝》などが間近に見られて楽し

い。フェルメールやレンブラントは生前有名だっ

たがゴッホは、ほぼ無名のまま生涯を終えた。 

川上未映子は初期のエッセイの中で、ポップな

大阪弁でゴッホへの熱い想いを語っている。〔『そ

ら頭はでかいです、世界がすこんと入ります』

（2009年）所収 pp.96-100〕以下抜粋引用。 

「私は、ゴッホにゆうたりたい。めっちゃゆうた

りたい。（中略）今ではあんたは巨匠とかゆわれ

てんねんで、（中略）あんたの絵は、ずっと残っ

ていくで、すごいことやな、すごいなあ、よかっ

たなあ、そやから自分は何も残せんかったとか、

そんな風には、そんな風には思わんといてな（中

略）、今はみんなあんたの絵をすきやよ、私はど

うにかして、これを、それを、あんたにな、めっ

ちゃ笑ってな、ゆうたりたいねん。」 

6.アンネ・フランクの家 

1944年 4月 5日付『アンネの日記』 

「わたしの望みは、死んでからもなお生きつづけ

ること！」 

オランダは第1次大戦では中立を守って戦火を

免れた。第 2 次大戦時も中立を宣言していたが、

ナチス・ドイツは宣戦布告なく侵攻し、オランダ

は 5日で降伏した。ナチス占領後ユダヤ人は東方

の収容所に送られ、多くが生きては帰れなかった。

ユダヤ人のホロコースト生還率：オランダ（27%） 

アンネの父オットーはドイツ・フランクフルト

の裕福な実業家だった。ナチスの迫害を逃れ、

1934 年ユダヤ人コミュニティのあるアムステル

ダムへ一家で移住した。アンネ 4才の時だった。 

オットーは食品会社を興したが、ユダヤ人の強

制連行が始まると、事務所奥の隠れ家に避難する

ことを決断。信頼できるミープら数名の社員に協

力を求めた。厳しい配給統制下でアンネたち 8人

の食料を密かに調達するのは、並大抵のことでは

ない。ユダヤ人を助ければ厳罰では済まないかも

しれない。それでも、自分たちに累が及ぶことを

承知で、ミープたちは命がけで支援を行なった。 

2023 年、このミープ・ヒース（1909-2010）を

主人公にした TV ドラマ『正義の異邦人：ミープ

とアンネの日記（原題 A Small Light）』が日本で

も放映された。〈ミープは「ナチスから『アンネ

の日記』を守った女性」として知られている〉 

オランダ名家の娘オードリー・ヘップバーン

（1929-1993）は、アンネ・フランク（1929-1945）

と同い年だった。オードリーはアンネとは全く違

う人生を送ったが、大戦後、運命の糸に導かれる

ように刊行前の『アンネの日記』の原稿に出会っ

た。出版社の女性編集者が偶然にも近所に住んで

いたのだ。晩年、オードリーはユニセフの活動に

尽力し、その時に『アンネの日記』の一節（1944

年 2 月 23 日付）を朗読したという。オードリー

の朗読を聞いた人物は「まるでアンネ・フランク

その人が語っているようだった」と述懐している。 

〔水島治郎『隠れ家と広場』（2023年）p.164〕 

アムステルダム初日の夜、「アンネ・フランク

の家」〈隠れ家が当時のまま保存〉を見学した。

アンネたちはここで 2年間（1942-44年）、毎日怯

えながら息をひそめて暮らしていた。コロナ禍に

よる長期のロックダウンを経験し、ロシアのウク

ライナ侵攻が続く時代に「アンネ・フランクの家」

を訪れた多くの人々は何を思ったことだろう。 

57



ＫＵＷＶＯＢ会　会計報告

1．一般会計 (円）

金　額 金　額

 前期（30.8.31）繰越金 62,241  ＯＢ会報（やまざと）印刷費 1,332,775

 ＯＢ会費納入 2,973,000  ＯＢ会報（やまざと）郵送費 352,061

60周年懇親会会費 1,039,000 現役活動支援金 300,000

 預金利息 10 小屋作業関連費用 195,868

その他収入 23,500  60周年記念総会懇親会 822,966

 ＯＢ役員と現役との懇親会補助 166,540

 事務費 93,333

 支払手数料 11,087

 その他 1,350

 次期（05.9.1～）繰越金 821,771

4,097,751 4,097,751

２．特別会計　（1)金沢市補助金 (円） （2)現役活動支援寄付金 (円）

前期残 315,360 日当 80,000 前期残 0 現役支援 243,775

入金 360,000 機材等 49,816 支援寄付 1,117,000

繰越金 545,544 預金利息 23 繰越金 873,248

計 675,360 計 675,360 計 1,117,023 計 1,117,023

３．財産目録（令和5年8月31日現在） (円）

金　額

　普通預金　（一般会計　北國銀行本店）　 415,276

　振替口座　（一般会計　ゆうちょ銀行高岡店） 403,751

　現金　（一般会計） 2,744

　普通預金　（現役活動支援寄付金　高岡信金本店）　 873,248

　現金　（金沢市補助金） 545,544

2,240,563

４．一般会計　次の５年間の予算（案）(令和5年9月1日～令和１0年8月31日） (円）

金　額 金　額

 前期（5.8.31）繰越金 821,771 ＯＢ会報（やまざと）関連 1,350,000

 ＯＢ会費納入 2,600,000 現役活動支援 500,000

 ６5周年懇親会会費 800,000 小屋作業関連 500,000

 預金利息 10 ６5周年記念総会懇親会 1,000,000

ＯＢ役員と現役との懇親会補助 250,000

諸経費 250,000

次期（１0.9.1）繰越金 371,781

4,221,781 4,221,781

５．特別会計　次の５年間の予算（案）(令和5年9月1日～令和１0年8月31日）

　　（１）金沢市補助金 (円） 　　（２）現役活動支援寄付金 (円）

前期残 545,544 日当 200,000 前期残 873,248 現役支援 500,000

入金 300,000 機材等 50,000 支援寄付 500,000

繰越金 595,544 繰越金 873,248

計 845,544 計 845,544 計 1,373,248 計 1,373,248

(平成30年9月1日～令和5年8月31日）

収　入　の　部 支　出　の　部

項　　 　　目 項　　 　　目

収入の部 支出の部 支出の部

計 計

収入の部

計

収　入　の　部

合　　 　　計

科　　目

計

収入の部 支出の部 収入の部

支　出　の　部

項　　 　　目 項　　 　　目

支出の部
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令和 10年（2028年：次回総会開催年）までの 

ＯＢ会会費及び寄付金の納入についてのお願い  

会計担当 23期 小久保光将 

 

 日頃よりＫＵＷＶＯＢ会運営にご協力いただき誠にありがとうございます。 

 当会では５年ごとの周年行事をはじめ、会報「やまざと」の発行、小屋作業（小屋酒場）、現役と

の懇親会、現役活動への支援等多くの行事を継続的に実施しております。 

これもひとえに多くの OB・OG の皆様から会費のご協力があったからこそ継続できたものであり、

この場を借りて皆様のご協力に改めて感謝する次第です。 

おかげさまで過去 5 年間の一般会費収入は 2,973,000 円（次期会費の前払分含む）、寄付金収入は

1,107,000円のご協力を頂きました。 

 今後ともご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

１．会費 

年 2,000円。ただし、事務負担軽減のため、5年間の一括払い（＝10,000円）にて納入いただ

ければ幸いです。会費納入有無の確認は会長（巻末）までご連絡ください。 

 

 ２．現役活動支援寄付金 

・「現役活動支援寄付金」として任意のご寄付をお願いしております。ご賛同いただける方は 

1口 2,000円として、任意の口数を会費に加えてお振込み頂けますようお願い申し上げます。 

・この寄付金は、現役生の活動支援や将来における万一の事故対応の目的等で使用することとし、

当面の間、積立金として一般会計とは別に管理します。 

 

３．納入方法 

・今回は全会員の方に郵便局扱いの払込取扱票を添付しております。この振込用紙をご利用くだ

さい（手数料は各自のご負担となります。）。 

・その際、金額、住所、氏名、ご自分の「期」をご記入ください。 

・銀行振込でもＯＫです。その場合は次の口座へお願いします。 

 北國銀行本店営業部 普通預金№223703 金沢大学ワンダーフォーゲル部ＯＢ会 
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編集後記<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<< 

  9月30日（土）に創立65周年記念総会・懇親会が無事終了しました。コロナ禍の影響で通常の開催が可

能か心配しながらの準備でしたが、顧問を受け持たれた先生方、OB会長のリーダーシップ、役員をはじ

めとした会員の皆様のご協力の賜物と感謝申し上げます。 

 5年ぶりの再会を喜び合う姿を見て嬉しい思いがありましたが、一方で事情が許さずやむを得ずご欠席

の方々も多くなってきましたことは残念なところです。しかしながら、若い頃と変わらず大声を張り上

げてワンゲルの歌を歌う先輩方のお姿を見るにつけ、まだまだOBのパワー衰えることはないと安心しま

した。 

今年の金大全体のOB会である第17回ホームカミングデイが10月28日に開催され、前厚生労働省健康局

長の佐原康之氏の特別公演がありました。2021年ら2023年にかけて感染症対策の担当局長として仕事を

されていたKUWVのOB（28期）の方です。その中で高齢者が増大する日本においては予防接種等の健康対

策を行うことや身体を健全に使える健康寿命を延ばし、いつまでも働けることが大切になってくると説

明されていました。皆様におかれましても健康管理に気を使われ、5年後の創立70周年総会・懇親会で再

会できますことを願っています。 

さて、皆さまのご協力によって冊子形式では最後となる第 38 号「やまざと」が発行できました。心

より感謝申し上げます。これまで手作りの時代を含め 30 年間冊子形式でお届けしてきましたが、次回

からはリーフレット形式に変わります。形は変わりますが、KUWV の伝統を踏まえ、これまでと変わら

ず会員の活動状況を伝え続ける予定です。 

 

金沢大学ワンダーフォーゲル部ＯＢ会会報誌「やまざと」vol.38 

発行日    2023年12月 

発行者    黒崎敏男（OB会会長・22 期） 

e-mail （PC）ichie@bronze.ocn.ne.jp 

OB会事務局 〒920-1154 金沢市太陽が丘3－133 仲村正一（24 期） 

e-mail （PC） jobvisionmap@icloud.com 

OB会ホームページ http://www.kuwv.net 管理人／奥名 正啓（15期） 

OB会費払込口座 （口座名義：金沢大学ワンダーフォーゲル部OB会） 

郵便局（振替） 00780-3-14120 

ゆうちょ銀行（送金） 〇七九支店 当座預金 No.0014120 

北國銀行     本店 普通預金 No.223703 

 

《事務局から》 

◇住所が変わられた方は、お手数でもＯＢ会長黒崎(ichie@bronze.ocn.ne.jp)又は事務局仲村

（jobvisionmap@icloud.com）までメール等でお知らせいただいけると幸いです。 

 

各期で幹事（代表）、事務部長(連絡窓口)などのとりまとめをしている同期代表者の活躍を期待しま

す。 

 

◇OB会のホームページ（上記）をご覧ください。有志OB・OGの活動がリアルタイムでわかります。 

原稿を投稿してみたいと思われる方はいつでも原稿を受け付けていますのでメールでOB会長まで送っ

ていいただければ幸いです。 
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